
　J1優勝を目指すFC東京がキャンプ
をスタートするにあたり、1月29日（月）
西崎陸上競技場で歓迎セレモ
ニーが行われました。FC東京を代表し
て糸満市出身の徳元悠平選手は「糸満
市出身のJリーガーとして糸満の地で
キャンプできることをうれしく思いま
す。ここからJ1優勝を目指して頑張りま
すので、応援よろしくお願いします」と
あいさつしました。

FC東京キャンプ歓迎セレモニー
糸満の地からJ1制覇へ！

　2月4日（日）糸満中学校OBOG大運動会が
同校運動場で開催されました。
　同運動会は、糸満中学校創立70周年を前に、
一部の卒業生で記念になる行事を話し合ったこ
とをきっかけに、毎年開催されるようになり、
今回で4回目となります。開催前には、同校区
内を地域清掃するほか、集めた参加費で同校
への寄付金が贈呈されました。
　当日は、51期生（40歳）から60期生（30歳）
までの卒業生約150人が集まり、優勝を目指し
て真剣な顔で白熱した勝負を繰り広げながら
も、会場には多くの笑い声が響きました。

糸満中学校OBOG大運動会
三十路の真剣勝負！！

旬の話題をお届け！

糸満の 力を生かした魅
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　糸満市では、市長をはじめ、市民や関係者が出席し、まちづくりなどについて、
その思いや意見を述べ合う場として毎年座談会を開催しています。今年度はコロ
ナ禍が落ち着き、イベントが多く開催されました。そのような中で、イベント関
係のお仕事をされている人を座談会に招き、今後取り組みたいことや、市の魅力
を生かした観光やイベントについて、お話いただきました。

座談会

イ
ト
マ
ン
マ
ン

あ
ら
か
き
し
げ
と

や
ま
し
ろ
ゆ
き

お
お
し
ろ
な
お
や

あ
か
ま
る

赤丸 山城由希大城直也 新垣重人 イトマンマン
　糸満市出身のお笑
い芸人。さまざまなイ
ベントやライブへ出演
を行いながら、自身も
ITOMAN29FESTA
などのイベントを主催
し活躍している。　

　糸満市在住のデザ
イナー。デザインイノ
ベーションおきなわで
クリエイティブディレ
クターとして市町村の
PR活動のプロデュー
スを行っている。

　（株）日 本 バ イ オ
テック代表取締役。真
栄里で海ぶどうのつか
み取り体験やマリンア
クティビティなどの事
業を行っている。

　（株）OKINAWA 
EVENT FACTORY
代表取締役。ピースフ
ルイルミネーションや
沖縄爬龍舟フェスティ
バルなどのイベントを
手がけている。

　市内に限らず、県
内のさまざまなイベン
トに地域のヒーローと
して参加している傍
ら、市内保育園の誕生
会などに参加し、地域
貢献に努めている。

市
長

　新型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
昨
年
5
月

に
感
染
症
法
上
の
5
類
に
変
わ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
中
で
、
行
事
に
参
加
さ
れ
た
市
民
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」、「
楽
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
で
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
が
非
常
に

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
本
日
お
越
し
の
皆

さ
ん
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
参

考
に
し
な
が
ら
糸
満
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
本

日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
垣

　糸満
生
ま
れ
の
新
垣
重
人
と
い
い
ま

す
。
私
は
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
会
社
を
作
り
、
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
カ
ス
タ
ム
マ
シ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
沖

縄
市
で
行
わ
れ
た
沖
縄
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

赤
丸

　サン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
沖
縄
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
所
属
お
笑
い
芸
人
の
赤
丸
で
す
。

糸
満
市
出
身
で
す
。
10
年
ほ
ど
東
京
で
過

ご
し
て
い
て
、
そ
の
間
に
東
京
で
培
っ
た

こ
と
で
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
城

　クリ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

大
城
直
也
で
す
。
赤
丸
さ
ん
と
同
じ
く
、

15
年
ほ
ど
東
京
に
い
ま
し
た
。
潮
崎
町
に

8
年
前
に
移
住
し
、
現
在
は
沖
縄
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
取
り
組
み

糸満の魅力を生かした観光  イベント

目の不自由な人に糸満市
の情報を届けるため、広
報いとまんをＣＤに吹き
込み配布しています。「声
の広報」を希望する人は、
秘書防災課（☎840-8118）
まで問い合わせてくださ
い。

「声の広報」 届けます

■月～金　
① 7時45分～7時50分
② 12時55分～13時
③ 17時55分～18時
■土～日　
④ 12時55分～13時

ラジオ広報・市役所便り
（FMたまん）

沖縄県糸満市
Itoman City

■面積 46.60Km2 （2021年10月1日現在）
■市の花木 ブーゲンビレア　■市の木 ガジュマル
■市の花 日日草　■市の魚 タマン
（人口、世帯数、火災･救急件数は2024年1月末現在）

■人口 ■火災・救急

※(　　)内は令和6年の累計

人口
男
女
世帯数

1月
62,582
31,709
30,873
28,567

前月比
-21
-6
-15
33

前年比1月
1件
(1件)
316件
(316件)

-1
(-1件)
-17
(-17件)

火災

救急

#32

時
間
の
感
覚

　数
ヶ
月
前
、
沖
縄
島
は「
B
l
u
e 

z
o
n
e
」と
し
て

人
々
の
生
き
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
こ
の
コ

ラ
ム
で
触
れ
ま
し
た
が
、ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
が
昔
か
ら
よ
ん

な
ー
よ
ん
な
ー
と
暮
ら
す
こ
と
が
そ
の一つ
の
大
事
な
長

寿
の
秘
訣
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
代
は
、

全
国
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
、
国
の
統
一
し
た
教
育
制
度
や

県
外
か
ら
移
住
の
増
加
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の
地
域
独
特

な
生
活
文
化
が
薄
れ
て
いっ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
今

で
も
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
が
独
特
な
時
間
の
感
覚
を
持
っ
て
い

る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
内
地
の
人
か
ら「
ル
ー

ズ
」、「
沖
縄
タ
イ
ム
」や「
テ
ー
ゲ
ー
」な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
茶
化
し
て
冗
談
の
矛
先
に
も
な
り
が
ち
の
時
間

を
守
れ
な
い
県
民
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
々
と
定
着
し
て

い
ま
す
。
糸
満
市
民
と
し
て
3
年
目
の
生
活
を
送
っ
て

い
る
私
に
と
っ
て
、
時
間
の
感
覚
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
、
そ
れ
は
根
拠

が
あ
る
か
？
た
だ
の
固
定
観
念
な
の
か
？
と
気
に
な
っ

て
、
少
し
深
掘
り
し
て
み
ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、
沖
縄
文
化
に
詳
し
い
学
芸
員
に
よ
り

ま
す
と「
沖
縄
時
間
」を
学
問
的
に
分
析
し
た
論
文
は

な
い
そ
う
で
す
。メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る「
沖

縄
タ
イ
ム
」や「
ウ
チ
ナ
ー
タ
イ
ム
」な
ど
の
言
葉
自
体
は

ど
う
や
ら
、
大
企
業
な
ど
の
転
勤
族
が
作
っ
た
言
葉

で
、
そ
し
て
、
公
私
も
分
け
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
と
い

う
よ
り
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
に
適
用
さ
れ
て
い
る
概

念
が
分
か
り
ま
し
た
。

　国
内
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
な
い
に
し
て
も
、
少
し
視

野
を
広
げ
る
と
、
文
化
と
時
間
感
覚
の
関
係
性
に
つ
い

て
、
文
化
人
類
学
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
T
・
ホ
ー
ル
が
導
入

し
た
コン
セ
プ
ト「
ポ
リ
ク
ロニッ
ク
」（
p
o
l
y
c
h
r
o
n
i
c
）

と「
モ
ノ
ク
ロニッ
ク
」（
m
o
n
o
c
h
r
o
n
i
c
）な
文
化
が

研
究
や
エッ
セ
イ
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
易
に

ま
と
め
る
と
モ
ノ
ク
ロニッ
ク
文
化
で
は「
時
間
は
資
源

だ
」と
考
え
て
、
物
事
を
一
個
ず
つ
取
り
組
ん
で
、
時
間

厳
守
の
文
化
で
す
。ポ
リ
ク
ロニッ
ク
で
は「
時
間
に
融

通
を
き
か
せ
、柔
軟
さ
を
重
視
す
る
文
化
」ま
た
は「
人

間
関
係
を
重
視
す
る
文
化
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　世
界
の
国
の
棲
み
分
け
を
見
る
と
、
日
本
は
欧
州

の
国
と
同
じ
く
モ
ノ
ク
ロニッ
ク
の
括
り
に
入
れ
ら
れ
ま
す

が
、
個
人
的
に
沖
縄
は
暖
か
い
気
候
の
南
米
・
中
東
な

ど
の
文
化
に
寄
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
異
文
化
間
心
理
学
研
究
誌
」の
研
究
で
は
、
世
界
の

３１
ヵ
国
の
比
較
で
見
る
と
、モ
ノ
ク
ロニッ
ク
文
化
は
経

済
的
に
生
産
性
が
高
い
が
、ス
ト
レス
が
溜
ま
る
、
心
臓

病
な
ど
の
健
康
に
も
悪
影
響
が
出
て
い
て
、ポ
リ
ク
ロ

ニッ
ク
は
逆
に
生
活
の
ペ
ー
ス
が
遅
め
で
、
主
観
幸
福
度

は
高
い
傾
向
で
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
日
本

の
都
道
府
県
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
沖
縄
は
幸
福
度
が
１

位
、一
人
当
た
り
所
得
が
下
位
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
理
解

す
る一つ
の
鍵
か
と
思
い
ま
す
。

　直
近
、
特
に
コロ
ナ
禍
以
降
は「
ル
ー
ズ
」と
い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
ニュア
ン
ス
の
言
葉
が
消
え
つ
つ
、
逆
に「
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
」と
い
う
極
め
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
に
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
全

力
で
経
済
的
な
豊

か
さ
を
目
指
し
て
い

る
糸
満
市
民
も
、

心
の
豊
か
さ
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
ウ
チ

ナ
ー
タ
イ
ム
文
化
を

失
わ
れ
な
い
と
い
い

ね
と
、
日
々
思
っ
て
い

ま
す
。

ル
ド

▶
夕
暮
れ
に
糸
満
漁
港
で
釣
り
を
す

　る
様
子
は
、
ま
さ
に
スロ
ー
ラ
イ
フ

　今月号の題字は津山幼稚園に通う新垣斥淳さん
です。斥淳さんは「「ん」の文字が難しかったけど、
「ま」が上手に書けた。幼稚園でも勉強しているけど、

今月の題字 新垣  斥淳
あらかき り あ る

さん

＃糸満PR大使

4月から1年生になるか
ら、算数と国語の勉強を
頑張りたいです」と新1
年生の抱負を話しまし
た。

4月から1年生になるか
ら、算数と国語の勉強を
頑張りたいです」と新1
年生の抱負を話しまし
た。

_okimamaさん
真っ赤に染まった南浜公園の空。
夕日に向かって、愛犬との散歩すてきですね。

糸
満
の
魅
力
を
ゆ
る
〜
く
発
信
。

ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
て
ね
。
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に

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
本
日
お
越
し
の
皆

さ
ん
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
参

考
に
し
な
が
ら
糸
満
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
本

日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
垣

　糸満
生
ま
れ
の
新
垣
重
人
と
い
い
ま

す
。
私
は
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
会
社
を
作
り
、
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
カ
ス
タ
ム
マ
シ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
沖

縄
市
で
行
わ
れ
た
沖
縄
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

赤
丸

　サン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
沖
縄
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
所
属
お
笑
い
芸
人
の
赤
丸
で
す
。

糸
満
市
出
身
で
す
。
10
年
ほ
ど
東
京
で
過

ご
し
て
い
て
、
そ
の
間
に
東
京
で
培
っ
た

こ
と
で
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
城

　クリ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

大
城
直
也
で
す
。
赤
丸
さ
ん
と
同
じ
く
、

15
年
ほ
ど
東
京
に
い
ま
し
た
。
潮
崎
町
に

8
年
前
に
移
住
し
、
現
在
は
沖
縄
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
取
り
組
み

糸満の魅力を生かした観光  イベント

目の不自由な人に糸満市
の情報を届けるため、広
報いとまんをＣＤに吹き
込み配布しています。「声
の広報」を希望する人は、
秘書防災課（☎840-8118）
まで問い合わせてくださ
い。

「声の広報」 届けます

■月～金　
① 7時45分～7時50分
② 12時55分～13時
③ 17時55分～18時
■土～日　
④ 12時55分～13時

ラジオ広報・市役所便り
（FMたまん）

沖縄県糸満市
Itoman City

■面積 46.60Km2 （2021年10月1日現在）
■市の花木 ブーゲンビレア　■市の木 ガジュマル
■市の花 日日草　■市の魚 タマン
（人口、世帯数、火災･救急件数は2024年1月末現在）

■人口 ■火災・救急

※(　　)内は令和6年の累計

人口
男
女
世帯数

1月
62,582
31,709
30,873
28,567

前月比
-21
-6
-15
33

前年比1月
1件
(1件)
316件
(316件)

-1
(-1件)
-17
(-17件)

火災

救急

#32

時
間
の
感
覚

　数
ヶ
月
前
、
沖
縄
島
は「
B
l
u
e 

z
o
n
e
」と
し
て

人
々
の
生
き
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
こ
の
コ

ラ
ム
で
触
れ
ま
し
た
が
、ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
が
昔
か
ら
よ
ん

な
ー
よ
ん
な
ー
と
暮
ら
す
こ
と
が
そ
の一つ
の
大
事
な
長

寿
の
秘
訣
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
代
は
、

全
国
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
、
国
の
統
一
し
た
教
育
制
度
や

県
外
か
ら
移
住
の
増
加
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の
地
域
独
特

な
生
活
文
化
が
薄
れ
て
いっ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
今

で
も
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
が
独
特
な
時
間
の
感
覚
を
持
っ
て
い

る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
内
地
の
人
か
ら「
ル
ー

ズ
」、「
沖
縄
タ
イ
ム
」や「
テ
ー
ゲ
ー
」な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
茶
化
し
て
冗
談
の
矛
先
に
も
な
り
が
ち
の
時
間

を
守
れ
な
い
県
民
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
々
と
定
着
し
て

い
ま
す
。
糸
満
市
民
と
し
て
3
年
目
の
生
活
を
送
っ
て

い
る
私
に
と
っ
て
、
時
間
の
感
覚
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
、
そ
れ
は
根
拠

が
あ
る
か
？
た
だ
の
固
定
観
念
な
の
か
？
と
気
に
な
っ

て
、
少
し
深
掘
り
し
て
み
ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、
沖
縄
文
化
に
詳
し
い
学
芸
員
に
よ
り

ま
す
と「
沖
縄
時
間
」を
学
問
的
に
分
析
し
た
論
文
は

な
い
そ
う
で
す
。メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る「
沖

縄
タ
イ
ム
」や「
ウ
チ
ナ
ー
タ
イ
ム
」な
ど
の
言
葉
自
体
は

ど
う
や
ら
、
大
企
業
な
ど
の
転
勤
族
が
作
っ
た
言
葉

で
、
そ
し
て
、
公
私
も
分
け
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
と
い

う
よ
り
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
に
適
用
さ
れ
て
い
る
概

念
が
分
か
り
ま
し
た
。

　国
内
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
な
い
に
し
て
も
、
少
し
視

野
を
広
げ
る
と
、
文
化
と
時
間
感
覚
の
関
係
性
に
つ
い

て
、
文
化
人
類
学
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
T
・
ホ
ー
ル
が
導
入

し
た
コン
セ
プ
ト「
ポ
リ
ク
ロニッ
ク
」（
p
o
l
y
c
h
r
o
n
i
c
）

と「
モ
ノ
ク
ロニッ
ク
」（
m
o
n
o
c
h
r
o
n
i
c
）な
文
化
が

研
究
や
エッ
セ
イ
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
易
に

ま
と
め
る
と
モ
ノ
ク
ロニッ
ク
文
化
で
は「
時
間
は
資
源

だ
」と
考
え
て
、
物
事
を
一
個
ず
つ
取
り
組
ん
で
、
時
間

厳
守
の
文
化
で
す
。ポ
リ
ク
ロニッ
ク
で
は「
時
間
に
融

通
を
き
か
せ
、柔
軟
さ
を
重
視
す
る
文
化
」ま
た
は「
人

間
関
係
を
重
視
す
る
文
化
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　世
界
の
国
の
棲
み
分
け
を
見
る
と
、
日
本
は
欧
州

の
国
と
同
じ
く
モ
ノ
ク
ロニッ
ク
の
括
り
に
入
れ
ら
れ
ま
す

が
、
個
人
的
に
沖
縄
は
暖
か
い
気
候
の
南
米
・
中
東
な

ど
の
文
化
に
寄
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
異
文
化
間
心
理
学
研
究
誌
」の
研
究
で
は
、
世
界
の

３１
ヵ
国
の
比
較
で
見
る
と
、モ
ノ
ク
ロニッ
ク
文
化
は
経

済
的
に
生
産
性
が
高
い
が
、ス
ト
レス
が
溜
ま
る
、
心
臓

病
な
ど
の
健
康
に
も
悪
影
響
が
出
て
い
て
、ポ
リ
ク
ロ

ニッ
ク
は
逆
に
生
活
の
ペ
ー
ス
が
遅
め
で
、
主
観
幸
福
度

は
高
い
傾
向
で
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
日
本

の
都
道
府
県
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
沖
縄
は
幸
福
度
が
１

位
、一
人
当
た
り
所
得
が
下
位
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
理
解

す
る一つ
の
鍵
か
と
思
い
ま
す
。

　直
近
、
特
に
コロ
ナ
禍
以
降
は「
ル
ー
ズ
」と
い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
ニュア
ン
ス
の
言
葉
が
消
え
つ
つ
、
逆
に「
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
」と
い
う
極
め
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
に
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
全

力
で
経
済
的
な
豊

か
さ
を
目
指
し
て
い

る
糸
満
市
民
も
、

心
の
豊
か
さ
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
ウ
チ

ナ
ー
タ
イ
ム
文
化
を

失
わ
れ
な
い
と
い
い

ね
と
、
日
々
思
っ
て
い

ま
す
。

ル
ド

▶
夕
暮
れ
に
糸
満
漁
港
で
釣
り
を
す

　る
様
子
は
、
ま
さ
に
スロ
ー
ラ
イ
フ

　今月号の題字は津山幼稚園に通う新垣斥淳さん
です。斥淳さんは「「ん」の文字が難しかったけど、
「ま」が上手に書けた。幼稚園でも勉強しているけど、

今月の題字 新垣  斥淳
あらかき り あ る

さん

＃糸満PR大使

4月から1年生になるか
ら、算数と国語の勉強を
頑張りたいです」と新1
年生の抱負を話しまし
た。

4月から1年生になるか
ら、算数と国語の勉強を
頑張りたいです」と新1
年生の抱負を話しまし
た。

_okimamaさん
真っ赤に染まった南浜公園の空。
夕日に向かって、愛犬との散歩すてきですね。

糸
満
の
魅
力
を
ゆ
る
〜
く
発
信
。

ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
て
ね
。

3 2024.3 22024.3
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イ
ト
マ
ン
マ
ン
（
以
下
、
イ
ト
）
　こ

ん
に
ち
は
！
元
気
満
々
の
イ
ト
マ

ン
マ
ン
で
す
。
令
和
3
年
か
ら
糸

満
市
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
頃
か
ら

イ
ベ
ン
ト
が
増
え
、
そ
の
場
で
直

接
会
え
る
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
糸
満

市
の
中
で
根
付
い
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
あ
ふ
れ
る
糸
満
市
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。
今
日

は
糸
満
市
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話

が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。

山
城
　山
城
由
希
で
す
。
海
ぶ
ど
う

農
園
海
ん
道
と
い
う
、
糸
満
の
原

風
景
が
残
っ
て
い
る
と
思
え
る
場

所
に
約
18
年
前
に
父
が
起
業
し
ま

し
た
。
父
は
沖
縄
出
身
で
地
域
の

た
め
に
、
沖
縄
の
た
め
に
と
い
う

思
い
か
ら
産
業
を
興
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
海
ぶ
ど
う
が
誰
も
知

ら
な
か
っ
た
時
代
に
養
殖
場
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
海
ぶ
ど

う
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
、
世
界
の
食

材
と
い
う
考
え
の
も
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ト
　私
は
糸
満
市
を
今
よ
り
も
良

く
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
を
糸
満
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
現
在
、

多
く
の
情
報
が
S
N
S
を
通
じ
て

発
信
さ
れ
て
い
て
、
特
に
飲
食
店

や
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
多

く
の
人
が
S
N
S
で
検
索
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
S
N
S
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
糸
満
市
の
魅
力
を

沖
縄
県
内
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

国
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
伝
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
で
は
、
な

ぜ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
に
す
る
か
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
が
活
動
す
る
こ
と
で
、
糸

満
に
つ
い
て
の
情
報
が
よ
り
多
く

の
人
に
届
き
、
興
味
を
持
っ
た
人

が
訪
れ
、
そ
の
経
験
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
へ
情

報
が
広
が
る
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た

め
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が

良
い
と
考
え
て
い
て
、
私
も
そ
の

1
人
に
な
る
た
め
に
今
後
も
活
動

を
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
垣
　私
が
取
り
組
み
た
い
こ
と
と

し
て
、
県
内
に
は
ハ
ー
レ
ー
の
他

に
も
エ
イ
サ
ー
や
旗
頭
、
棒
術
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
が
あ
っ
て
、

今
年
の
9
月
1
日
に
は
、
そ
の
す

べ
て
を
集
め
た
沖
縄
伝
統
芸
能
の

ぜ
ん
ぶ
祭
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
、
県
外
の
観
光
客
や
多

く
の
県
民
を
呼
び
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
沖
縄

爬
龍
舟
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
糸
満

の
中
学
生
が
南
城
市
奥
武
島
の
高

校
生
に
勝
っ
た
光
景
を
見
た
と
き

に
、
や
は
り
ハ
ー
レ
ー
は
糸
満
の

伝
統
だ
と
思
う
と
同
時
に
、
他
の

地
域
で
は
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

人
材
が
不
足
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
受
け
継
い
だ

伝
統
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
、
こ
の
ぜ
ん
ぶ
祭
り
を
開

催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
糸
満
漁
協
青
年

部
が
知
念
漁
協
と
石
垣
漁
協
、
久

米
島
漁
協
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
、

そ
の
う
ち
、
石
垣
漁
協
の
チ
ー
ム

が
参
加
で
き
そ
う
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
の
輪
が
広
が
っ
て
、
将

来
的
に
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
一

緒
に
全
国
各
地
の
漁
師
を
集
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
し
か
捕
れ
な

い
魚
を
使
っ
た
漁
師
飯
グ
ラ
ン
プ

リ
が
開
催
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
海

人
の
町
糸
満
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
、
全

国
各
地
の
海
人
が
、
糸
満
に
来
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
自
然

を
壊
さ
な
い
足
こ
ぎ
S
U
P
と
い

う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
美
々
ビ
ー

チ
に
導
入
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
て
フ
ェ
ス
を
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ

ス
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
海
を
壊

さ
な
い
S
D
G
ｓ
の
活
動
を
糸
満

か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
城
　私
は
糸
満
の
そ
の
自
然
と
歴

史
、
漁
業
や
農
業
と
い
う
こ
と
と
、

人
が
結
び
つ
い
て
新
し
い
持
続
可

能
な
イ
ベ
ン
ト
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
こ
こ
糸
満
で
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
糸
満
は
感
性
が
す
ご

い
豊
か
に
育
つ
環
境
で
、
赤
丸
さ

ん
の
よ
う
な
お
笑
い
芸
人
さ
ん
を

含
め
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
多
く
輩

出
で
き
る
地
域
だ
と
私
は
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
、
点
描

画
家
の
人
と
お
話
を
し
た
と
き
に
、

ア
ー
ト
の
常
設
展
が
糸
満
に
な
く
、

才
能
あ
る
人
た
ち
は
北
谷
な
ど
他

の
地
域
で
展
示
し
て
い
た
り
す
る

と
お
話
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ

と
に
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
た

ち
は
、
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
苦

手
な
人
が
多
く
、
良
い
も
の
を
持
っ

て
い
て
も
世
の
中
に
出
し
て
い
け

な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
別
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
産
業
を
す
る

上
で
は
廃
棄
物
が
必
ず
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
を
食
品
に
加
工
す
る
な

ど
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
廃
棄
物
を

使
っ
て
糸
を
作
り
帆
掛
け
サ
バ
ニ

の
帆
に
し
た
り
、
絵
の
具
を
作
っ

て
サ
バ
ニ
に
色
を
つ
け
た
り
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
え
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
お
話
し
し
た
、
漁
業
や
農

業
な
ど
の
産
業
や
歴
史
と
、
先
ほ

ど
の
ア
ー
ト
の
常
設
展
を
組
み
合

わ
せ
た 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ア
ー
ト
や

フ
ェ
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
を
私
た
ち
が
運
営
す
る
プ
チ
プ

チ
ビ
ー
チ
で
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
糸
満
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
に
触
れ
る
機
会

を
持
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
糸

満
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
城
　私
は
豊
見
城
市
と
北
谷
町
に

住
ん
で
い
た
経
験
か
ら
、
糸
満
市

の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

糸
満
市
は
非
常
に
面
白
い
地
域
で

す
が
、
そ
の
魅
力
が
世
間
に
十
分

に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
糸
満

市
の
楽
し
み
方
が
外
部
に
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
特
に
催
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
観
光
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
観
光
客
や
他
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
、
糸
満
市
の
楽
し
み
方
が

限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

糸
満
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る

観
光
客
だ
け
で
無
く
、
地
域
で
観

光
や
遊
び
方
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

祭
り
や
お
笑
い
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
台
風
や
旧
正
月
な
ど
の

年
中
行
事
を
考
慮
し
な
が
ら
、
年

間
を
通
じ
て
時
期
を
ず
ら
し
て
開

催
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
山
城
さ
ん
が
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
糸
満
市
に
は
才
能
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
地

域
を
中
部
や
北
部
に
劣
ら
な
い
、

南
部
の
観
光
拠
点
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

赤
丸
　私
は
お
笑
い
が
す
べ
て
に
お

い
て
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い

て
、
そ
の
お
笑
い
を
糸
満
に
根
づ

か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最

近
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と

し
て
、
お
笑
い
と
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
を
掛
け
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
く
く
る
糸
満

か
ら
「
一
緒
に
何
か
で
き
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の

ご
み
拾
い
は
参
加
し
て
く
れ
る
皆

さ
ん
の
1
人
1
人
の
熱
量
が
高
く
、

協
力
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
も
私
も
、
こ
の
掛
け
合
わ
せ

は
す
ご
い
相
性
が
い
い
と
感
じ
て

い
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
私
は
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ご
み
拾
い
と
お
笑
い
と
い
う
形
で

す
が
、
何
か
と
お
笑
い
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
新
鮮
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
参
加
者
が
増
え
て
い

く
と
思
い
ま
す
し
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
は
ま
だ
始
め
た
て
で
は
あ
り
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
美
々
ビ
ー
チ

な
ど
で
美
々
ビ
ー
チ
で
ご
み
拾
い

の
後
に
フ
ェ
ス
も
で
き
れ
ば
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
イ

ト
マ
ン
マ
ン
が
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
早
急
に
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
を

発
信
し
た
い
と
き
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ

と
で
、
素
早
く
多
く
の
人
に
情
報

が
届
き
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

市
長
　皆
さ
ん
の
お
話
し
し
て
い
る

と
き
の
感
情
や
目
の
輝
き
、
イ
ト

マ
ン
マ
ン
は
声
の
大
き
さ
で
す
ご

い
熱
量
が
伝
わ
り
、
非
常
に
嬉
し

い
で
す
。

赤
丸
　山
城
さ
ん
の
廃
棄
物
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
お
話

と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
以
前
、
糸
満
の
お
土
産
品
の

加
工
を
し
て
い
る
会
社
を
訪
れ
た

際
に
、
社
長
さ
ん
か
ら
「
ロ
ス
が

出
た
食
材
を
う
ま
く
加
工
す
る
こ

と
を
や
り
た
い
け
れ
ど
、
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
の
で
何
か
良
い
取

り
組
み
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

1
人
で
動
く
に
は
大
き
な
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の

お
話
で
何
か
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
す
か
。

山
城
　実
は
8
年
ほ
ど
前
に
海
ぶ
ど

う
ち
ん
す
こ
う
と
い
う
の
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
販
売
過

程
で
困
難
な
こ
と
が
多
く
断
念
し

ま
し
た
。
た
だ
、
糸
満
で
地
場
産

品
の
生
産
を
し
て
い
る
製
造
メ
ー

カ
ー
さ
ん
と
、
か
つ
、 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う
観
点
で
廃
棄
物
を
使
っ
た

商
品
で
あ
れ
ば
、
ち
ん
す
こ
う
だ

け
に
限
ら
ず
に
、
ほ
か
の
製
品
で

販
売
が
で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
で
き

違
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
す
ご
く
面
白
い
で

す
よ
ね
。

赤
丸
　課
題
と
し
て
は
、
今
お
話
し

し
て
い
た
よ
う
に
取
り
組
ん
で
失

敗
し
た
と
き
に
企
業
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

費
用
の
部
分
は
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
つ
つ
、
私
は
入
り
口
と
し
て

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
糸
満

の
生
産
者
と
加
工
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
場
を
設
け
て
、
糸
満
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
完
結
す
る
。

大
城
　沖
縄
で
は
横
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い
や
先

輩
後
輩
の
関
係
性
が
新
し
い
取
り

組
み
を
始
め
る
際
に
、
時
に
は
良

く
な
い
方
向
に
進
む
こ
と
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
県
の
仕

事
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
や
企
画
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

際
に
上
手
く
い
く
ケ
ー
ス
は
、
知

ら
な
い
人
や
企
業
同
士
が
自
身
の

課
題
を
深
く
感
じ
、
解
決
し
た
い

と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
や

製
品
の
良
さ
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仲
間
内

の
関
係
性
に
加
え
て
、
外
部
か
ら

の
新
た
な
刺
激
を
ど
う
取
り
入
れ

る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
企

業
や
個
人
が
心
の
底
か
ら
解
決
し

た
い
と
思
う
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
糸
満
市
で
作
り
上
げ

ら
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

市
長
　私
は
地
域
の
魅
力
が
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
気

が
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
転
が
っ

て
い
る
け
ど
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
沖
縄
に
は
サ
ン
グ
ヮ
ー

が
あ
っ
て
、
何
か
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
と
き
に
ひ
も
な
ど
を
結
ん
で
、

魔
よ
け
代
わ
り
に
す
る
。
こ
れ
が

お
土
産
品
店
で
売
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
５
０
０
円
で
大
き
さ
に

よ
っ
て
は
７
０
０
円
、
１
０
０
０

円
っ
て
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
魅
力
を
若
い

人
た
ち
が
柔
ら
か
い
発
想
で
見
つ

け
ら
れ
る
と
面
白
い
と
思
い
ま
す

し
、
私
が
若
い
人
た
ち
に
期
待
し

て
い
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

新
垣
　確
か
に
当
た
り
前
に
な
り
す

ぎ
て
自
分
た
ち
で
は
気
づ
か
な
い

で
す
よ
ね
。
父
が
名
城
出
身
で
、

公
民
館
か
ら
見
え
る
風
景
が
当
た

り
前
で
し
た
が
、
以
前
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
人
が
、
こ
の
風
景

を
見
た
瞬
間
に
「
素
晴
ら
し
い
」

と
言
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
カ
フ
ェ

と
か
が
あ
る
と
良
い
ね
と
い
っ
た

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
や
は
り
、

普
段
の
景
色
や
生
活
が
当
た
り
前

に
な
り
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
と
こ

ろ
が
、
糸
満
を
知
ら
な
い
人
と
触

れ
あ
う
こ
と
で
逆
に
知
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
大
事
な
視
点
だ
と
思
い

ま
す
。

山
城
　私
も
県
外
か
ら
友
人
が
来
る

と
、
最
近
は
名
城
方
面
に
一
緒
に

お
散
歩
に
行
き
ま
す
。
名
城
地
域

は
古
民
家
の
細
い
道
や
昔
か
ら
あ

る
よ
う
な
空
気
感
が
感
動
し
ま
す

よ
ね
。
こ
の
風
景
が
糸
満
に
残
っ

て
る
こ
と
も
財
産
だ
と
思
い
ま
す

が
、
空
き
家
も
多
い
の
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
課
題
を
解

決
す
る
と
、
地
域
の
資
源
を
生
か

し
た
拠
点
と
し
て
、
今
は
琉
球
ホ

テ
ル
が
で
き
て
、
隣
は
名
城
の
民

家
、
そ
の
次
に
海
ん
道
の
エ
リ
ア

が
あ
っ
て
、
く
く
る
糸
満
が
あ
っ

て
、
道
の
駅
や
美
々
ビ
ー
チ
が
あ

る
と
い
っ
た
感
じ
で
、
そ
こ
を
自

転
車
な
ど
の
エ
コ
な
乗
り
物
で
繋

ぐ
と
糸
満
の
良
い
観
光
ル
ー
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
　そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
繋
が
る

と
良
い
で
す
ね
。
普
段
私
た
ち
が

見
て
い
る
世
界
は
観
光
客
か
ら
見

る
と
宝
物
に
な
り
ま
す
。
こ
の
景

色
、
空
気
感
を
生
か
す
取
り
組
み

と
し
て
、
自
転
車
や
歩
い
て
ゆ
っ

く
り
と
移
動
す
る
こ
と
は
、
そ
の

魅
力
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
ね
。
糸
満
の
自

然
を
体
感
し
な
が
ら
、
名
所
を
回
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

イ
ト
　今
あ
る
糸
満
の
風
景
っ
て
い

う
の
が
実
は
他
の
人
か
ら
見
た
ら

宝
物
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
そ
の
通
り
で
、
そ
の
風
景
を

発
信
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て

い
う
の
が
地
元
の
人
は
感
じ
て
な

い
の
か
な
と
。
良
い
も
の
を
発
信

し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
、
私
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
子
供
も
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

感
覚
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
が
で
き
れ

ば
、
多
角
的
な
方
向
か
ら
糸
満
の

魅
力
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
な
い
と

情
報
が
拡
散
し
な
い
の
で
、
糸
満

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
人
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

山
城
　私
た
ち
の
会
社
で
働
い
て
く

れ
て
る
人
も
糸
満
の
人
が
多
く
、

沖
縄
の
方
言
や
ゆ
っ
く
り
な
雰
囲

気
が
観
光
客
か
ら
喜
ば
れ
て
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
観
光
客
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
く
れ
る
と
新
し
い
観
光
客
が
生

ま
れ
て
良
い
循
環
が
で
き
ま
す
ね
。

大
城
　近
年
で
は
情
報
が
混
在
し
て

い
て
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地

の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
を
見

れ
ば
良
い
か
分
か
り
に
く
い
状
況

で
す
。
S
N
S
で
の
発
信
は
人
々

の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
上

で
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

糸
満
市
全
体
の
観
光
情
報
を
一
元

化
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
存
在

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

各
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
は
個
別
に

S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
1
つ
の
サ
イ
ト
に
集
約
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
く
、
効
果
的
な
取
り
組
み
に

な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
ハ
ワ

イ
州
に
は
ハ
ワ
イ
専
用
の
観
光
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
糸
満

市
専
用
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
を

ま
と
め
た
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

が
あ
れ
ば
、
観
光
客
に
取
っ
て
非

常
に
便
利
で
す
。

市
長
　糸
満
市
の
将
来
像
と
し
て
「
繋

が
り
を
深
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

ま
ち
糸
満
市
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
話
の
中

で
、
多
く
の
人
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
良
い
イ
ベ
ン
ト
や
モ

糸
満
市
で
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

ノ
が
で
き
て
、
多
く
の
観
光
客
が

糸
満
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

今
日
の
皆
さ
ん
の
輝
き
、
考
え
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

輝
き
続
け
る
糸
満
市
に
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
も
知
恵
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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イ
ト
マ
ン
マ
ン
（
以
下
、
イ
ト
）
　こ

ん
に
ち
は
！
元
気
満
々
の
イ
ト
マ

ン
マ
ン
で
す
。
令
和
3
年
か
ら
糸

満
市
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
頃
か
ら

イ
ベ
ン
ト
が
増
え
、
そ
の
場
で
直

接
会
え
る
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
糸
満

市
の
中
で
根
付
い
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
あ
ふ
れ
る
糸
満
市
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。
今
日

は
糸
満
市
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話

が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。

山
城
　山
城
由
希
で
す
。
海
ぶ
ど
う

農
園
海
ん
道
と
い
う
、
糸
満
の
原

風
景
が
残
っ
て
い
る
と
思
え
る
場

所
に
約
18
年
前
に
父
が
起
業
し
ま

し
た
。
父
は
沖
縄
出
身
で
地
域
の

た
め
に
、
沖
縄
の
た
め
に
と
い
う

思
い
か
ら
産
業
を
興
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
海
ぶ
ど
う
が
誰
も
知

ら
な
か
っ
た
時
代
に
養
殖
場
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
海
ぶ
ど

う
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
、
世
界
の
食

材
と
い
う
考
え
の
も
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ト
　私
は
糸
満
市
を
今
よ
り
も
良

く
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
を
糸
満
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
現
在
、

多
く
の
情
報
が
S
N
S
を
通
じ
て

発
信
さ
れ
て
い
て
、
特
に
飲
食
店

や
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
多

く
の
人
が
S
N
S
で
検
索
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
S
N
S
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
糸
満
市
の
魅
力
を

沖
縄
県
内
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

国
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
伝
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
で
は
、
な

ぜ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
に
す
る
か
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
が
活
動
す
る
こ
と
で
、
糸

満
に
つ
い
て
の
情
報
が
よ
り
多
く

の
人
に
届
き
、
興
味
を
持
っ
た
人

が
訪
れ
、
そ
の
経
験
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
へ
情

報
が
広
が
る
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た

め
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が

良
い
と
考
え
て
い
て
、
私
も
そ
の

1
人
に
な
る
た
め
に
今
後
も
活
動

を
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
垣
　私
が
取
り
組
み
た
い
こ
と
と

し
て
、
県
内
に
は
ハ
ー
レ
ー
の
他

に
も
エ
イ
サ
ー
や
旗
頭
、
棒
術
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
が
あ
っ
て
、

今
年
の
9
月
1
日
に
は
、
そ
の
す

べ
て
を
集
め
た
沖
縄
伝
統
芸
能
の

ぜ
ん
ぶ
祭
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
、
県
外
の
観
光
客
や
多

く
の
県
民
を
呼
び
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
沖
縄

爬
龍
舟
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
糸
満

の
中
学
生
が
南
城
市
奥
武
島
の
高

校
生
に
勝
っ
た
光
景
を
見
た
と
き

に
、
や
は
り
ハ
ー
レ
ー
は
糸
満
の

伝
統
だ
と
思
う
と
同
時
に
、
他
の

地
域
で
は
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

人
材
が
不
足
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
受
け
継
い
だ

伝
統
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
、
こ
の
ぜ
ん
ぶ
祭
り
を
開

催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
糸
満
漁
協
青
年

部
が
知
念
漁
協
と
石
垣
漁
協
、
久

米
島
漁
協
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
、

そ
の
う
ち
、
石
垣
漁
協
の
チ
ー
ム

が
参
加
で
き
そ
う
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
の
輪
が
広
が
っ
て
、
将

来
的
に
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
一

緒
に
全
国
各
地
の
漁
師
を
集
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
し
か
捕
れ
な

い
魚
を
使
っ
た
漁
師
飯
グ
ラ
ン
プ

リ
が
開
催
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
海

人
の
町
糸
満
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
、
全

国
各
地
の
海
人
が
、
糸
満
に
来
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
自
然

を
壊
さ
な
い
足
こ
ぎ
S
U
P
と
い

う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
美
々
ビ
ー

チ
に
導
入
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
て
フ
ェ
ス
を
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ

ス
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
海
を
壊

さ
な
い
S
D
G
ｓ
の
活
動
を
糸
満

か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
城
　私
は
糸
満
の
そ
の
自
然
と
歴

史
、
漁
業
や
農
業
と
い
う
こ
と
と
、

人
が
結
び
つ
い
て
新
し
い
持
続
可

能
な
イ
ベ
ン
ト
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
こ
こ
糸
満
で
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
糸
満
は
感
性
が
す
ご

い
豊
か
に
育
つ
環
境
で
、
赤
丸
さ

ん
の
よ
う
な
お
笑
い
芸
人
さ
ん
を

含
め
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
多
く
輩

出
で
き
る
地
域
だ
と
私
は
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
、
点
描

画
家
の
人
と
お
話
を
し
た
と
き
に
、

ア
ー
ト
の
常
設
展
が
糸
満
に
な
く
、

才
能
あ
る
人
た
ち
は
北
谷
な
ど
他

の
地
域
で
展
示
し
て
い
た
り
す
る

と
お
話
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ

と
に
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
た

ち
は
、
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
苦

手
な
人
が
多
く
、
良
い
も
の
を
持
っ

て
い
て
も
世
の
中
に
出
し
て
い
け

な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
別
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
産
業
を
す
る

上
で
は
廃
棄
物
が
必
ず
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
を
食
品
に
加
工
す
る
な

ど
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
廃
棄
物
を

使
っ
て
糸
を
作
り
帆
掛
け
サ
バ
ニ

の
帆
に
し
た
り
、
絵
の
具
を
作
っ

て
サ
バ
ニ
に
色
を
つ
け
た
り
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
え
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
お
話
し
し
た
、
漁
業
や
農

業
な
ど
の
産
業
や
歴
史
と
、
先
ほ

ど
の
ア
ー
ト
の
常
設
展
を
組
み
合

わ
せ
た 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ア
ー
ト
や

フ
ェ
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
を
私
た
ち
が
運
営
す
る
プ
チ
プ

チ
ビ
ー
チ
で
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
糸
満
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
に
触
れ
る
機
会

を
持
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
糸

満
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
城
　私
は
豊
見
城
市
と
北
谷
町
に

住
ん
で
い
た
経
験
か
ら
、
糸
満
市

の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

糸
満
市
は
非
常
に
面
白
い
地
域
で

す
が
、
そ
の
魅
力
が
世
間
に
十
分

に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
糸
満

市
の
楽
し
み
方
が
外
部
に
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
特
に
催
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
観
光
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
観
光
客
や
他
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
、
糸
満
市
の
楽
し
み
方
が

限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

糸
満
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る

観
光
客
だ
け
で
無
く
、
地
域
で
観

光
や
遊
び
方
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

祭
り
や
お
笑
い
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
台
風
や
旧
正
月
な
ど
の

年
中
行
事
を
考
慮
し
な
が
ら
、
年

間
を
通
じ
て
時
期
を
ず
ら
し
て
開

催
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
山
城
さ
ん
が
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
糸
満
市
に
は
才
能
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
地

域
を
中
部
や
北
部
に
劣
ら
な
い
、

南
部
の
観
光
拠
点
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

赤
丸
　私
は
お
笑
い
が
す
べ
て
に
お

い
て
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い

て
、
そ
の
お
笑
い
を
糸
満
に
根
づ

か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最

近
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と

し
て
、
お
笑
い
と
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
を
掛
け
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
く
く
る
糸
満

か
ら
「
一
緒
に
何
か
で
き
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の

ご
み
拾
い
は
参
加
し
て
く
れ
る
皆

さ
ん
の
1
人
1
人
の
熱
量
が
高
く
、

協
力
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
も
私
も
、
こ
の
掛
け
合
わ
せ

は
す
ご
い
相
性
が
い
い
と
感
じ
て

い
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
私
は
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ご
み
拾
い
と
お
笑
い
と
い
う
形
で

す
が
、
何
か
と
お
笑
い
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
新
鮮
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
参
加
者
が
増
え
て
い

く
と
思
い
ま
す
し
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
は
ま
だ
始
め
た
て
で
は
あ
り
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
美
々
ビ
ー
チ

な
ど
で
美
々
ビ
ー
チ
で
ご
み
拾
い

の
後
に
フ
ェ
ス
も
で
き
れ
ば
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
イ

ト
マ
ン
マ
ン
が
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
早
急
に
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
を

発
信
し
た
い
と
き
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ

と
で
、
素
早
く
多
く
の
人
に
情
報

が
届
き
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

市
長
　皆
さ
ん
の
お
話
し
し
て
い
る

と
き
の
感
情
や
目
の
輝
き
、
イ
ト

マ
ン
マ
ン
は
声
の
大
き
さ
で
す
ご

い
熱
量
が
伝
わ
り
、
非
常
に
嬉
し

い
で
す
。

赤
丸
　山
城
さ
ん
の
廃
棄
物
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
お
話

と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
以
前
、
糸
満
の
お
土
産
品
の

加
工
を
し
て
い
る
会
社
を
訪
れ
た

際
に
、
社
長
さ
ん
か
ら
「
ロ
ス
が

出
た
食
材
を
う
ま
く
加
工
す
る
こ

と
を
や
り
た
い
け
れ
ど
、
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
の
で
何
か
良
い
取

り
組
み
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

1
人
で
動
く
に
は
大
き
な
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の

お
話
で
何
か
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
す
か
。

山
城
　実
は
8
年
ほ
ど
前
に
海
ぶ
ど

う
ち
ん
す
こ
う
と
い
う
の
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
販
売
過

程
で
困
難
な
こ
と
が
多
く
断
念
し

ま
し
た
。
た
だ
、
糸
満
で
地
場
産

品
の
生
産
を
し
て
い
る
製
造
メ
ー

カ
ー
さ
ん
と
、
か
つ
、 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う
観
点
で
廃
棄
物
を
使
っ
た

商
品
で
あ
れ
ば
、
ち
ん
す
こ
う
だ

け
に
限
ら
ず
に
、
ほ
か
の
製
品
で

販
売
が
で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
で
き

違
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
す
ご
く
面
白
い
で

す
よ
ね
。

赤
丸
　課
題
と
し
て
は
、
今
お
話
し

し
て
い
た
よ
う
に
取
り
組
ん
で
失

敗
し
た
と
き
に
企
業
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

費
用
の
部
分
は
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
つ
つ
、
私
は
入
り
口
と
し
て

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
糸
満

の
生
産
者
と
加
工
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
場
を
設
け
て
、
糸
満
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
完
結
す
る
。

大
城
　沖
縄
で
は
横
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い
や
先

輩
後
輩
の
関
係
性
が
新
し
い
取
り

組
み
を
始
め
る
際
に
、
時
に
は
良

く
な
い
方
向
に
進
む
こ
と
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
県
の
仕

事
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
や
企
画
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

際
に
上
手
く
い
く
ケ
ー
ス
は
、
知

ら
な
い
人
や
企
業
同
士
が
自
身
の

課
題
を
深
く
感
じ
、
解
決
し
た
い

と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
や

製
品
の
良
さ
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仲
間
内

の
関
係
性
に
加
え
て
、
外
部
か
ら

の
新
た
な
刺
激
を
ど
う
取
り
入
れ

る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
企

業
や
個
人
が
心
の
底
か
ら
解
決
し

た
い
と
思
う
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
糸
満
市
で
作
り
上
げ

ら
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

市
長
　私
は
地
域
の
魅
力
が
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
気

が
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
転
が
っ

て
い
る
け
ど
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
沖
縄
に
は
サ
ン
グ
ヮ
ー

が
あ
っ
て
、
何
か
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
と
き
に
ひ
も
な
ど
を
結
ん
で
、

魔
よ
け
代
わ
り
に
す
る
。
こ
れ
が

お
土
産
品
店
で
売
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
５
０
０
円
で
大
き
さ
に

よ
っ
て
は
７
０
０
円
、
１
０
０
０

円
っ
て
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
魅
力
を
若
い

人
た
ち
が
柔
ら
か
い
発
想
で
見
つ

け
ら
れ
る
と
面
白
い
と
思
い
ま
す

し
、
私
が
若
い
人
た
ち
に
期
待
し

て
い
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

新
垣
　確
か
に
当
た
り
前
に
な
り
す

ぎ
て
自
分
た
ち
で
は
気
づ
か
な
い

で
す
よ
ね
。
父
が
名
城
出
身
で
、

公
民
館
か
ら
見
え
る
風
景
が
当
た

り
前
で
し
た
が
、
以
前
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
人
が
、
こ
の
風
景

を
見
た
瞬
間
に
「
素
晴
ら
し
い
」

と
言
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
カ
フ
ェ

と
か
が
あ
る
と
良
い
ね
と
い
っ
た

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
や
は
り
、

普
段
の
景
色
や
生
活
が
当
た
り
前

に
な
り
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
と
こ

ろ
が
、
糸
満
を
知
ら
な
い
人
と
触

れ
あ
う
こ
と
で
逆
に
知
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
大
事
な
視
点
だ
と
思
い

ま
す
。

山
城
　私
も
県
外
か
ら
友
人
が
来
る

と
、
最
近
は
名
城
方
面
に
一
緒
に

お
散
歩
に
行
き
ま
す
。
名
城
地
域

は
古
民
家
の
細
い
道
や
昔
か
ら
あ

る
よ
う
な
空
気
感
が
感
動
し
ま
す

よ
ね
。
こ
の
風
景
が
糸
満
に
残
っ

て
る
こ
と
も
財
産
だ
と
思
い
ま
す

が
、
空
き
家
も
多
い
の
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
課
題
を
解

決
す
る
と
、
地
域
の
資
源
を
生
か

し
た
拠
点
と
し
て
、
今
は
琉
球
ホ

テ
ル
が
で
き
て
、
隣
は
名
城
の
民

家
、
そ
の
次
に
海
ん
道
の
エ
リ
ア

が
あ
っ
て
、
く
く
る
糸
満
が
あ
っ

て
、
道
の
駅
や
美
々
ビ
ー
チ
が
あ

る
と
い
っ
た
感
じ
で
、
そ
こ
を
自

転
車
な
ど
の
エ
コ
な
乗
り
物
で
繋

ぐ
と
糸
満
の
良
い
観
光
ル
ー
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
　そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
繋
が
る

と
良
い
で
す
ね
。
普
段
私
た
ち
が

見
て
い
る
世
界
は
観
光
客
か
ら
見

る
と
宝
物
に
な
り
ま
す
。
こ
の
景

色
、
空
気
感
を
生
か
す
取
り
組
み

と
し
て
、
自
転
車
や
歩
い
て
ゆ
っ

く
り
と
移
動
す
る
こ
と
は
、
そ
の

魅
力
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
ね
。
糸
満
の
自

然
を
体
感
し
な
が
ら
、
名
所
を
回
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

イ
ト
　今
あ
る
糸
満
の
風
景
っ
て
い

う
の
が
実
は
他
の
人
か
ら
見
た
ら

宝
物
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
そ
の
通
り
で
、
そ
の
風
景
を

発
信
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て

い
う
の
が
地
元
の
人
は
感
じ
て
な

い
の
か
な
と
。
良
い
も
の
を
発
信

し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
、
私
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
子
供
も
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

感
覚
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
が
で
き
れ

ば
、
多
角
的
な
方
向
か
ら
糸
満
の

魅
力
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
な
い
と

情
報
が
拡
散
し
な
い
の
で
、
糸
満

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
人
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

山
城
　私
た
ち
の
会
社
で
働
い
て
く

れ
て
る
人
も
糸
満
の
人
が
多
く
、

沖
縄
の
方
言
や
ゆ
っ
く
り
な
雰
囲

気
が
観
光
客
か
ら
喜
ば
れ
て
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
観
光
客
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
く
れ
る
と
新
し
い
観
光
客
が
生

ま
れ
て
良
い
循
環
が
で
き
ま
す
ね
。

大
城
　近
年
で
は
情
報
が
混
在
し
て

い
て
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地

の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
を
見

れ
ば
良
い
か
分
か
り
に
く
い
状
況

で
す
。
S
N
S
で
の
発
信
は
人
々

の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
上

で
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

糸
満
市
全
体
の
観
光
情
報
を
一
元

化
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
存
在

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

各
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
は
個
別
に

S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
1
つ
の
サ
イ
ト
に
集
約
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
く
、
効
果
的
な
取
り
組
み
に

な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
ハ
ワ

イ
州
に
は
ハ
ワ
イ
専
用
の
観
光
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
糸
満

市
専
用
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
を

ま
と
め
た
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

が
あ
れ
ば
、
観
光
客
に
取
っ
て
非

常
に
便
利
で
す
。

市
長
　糸
満
市
の
将
来
像
と
し
て
「
繋

が
り
を
深
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

ま
ち
糸
満
市
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
話
の
中

で
、
多
く
の
人
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
良
い
イ
ベ
ン
ト
や
モ

糸
満
市
で
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

ノ
が
で
き
て
、
多
く
の
観
光
客
が

糸
満
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

今
日
の
皆
さ
ん
の
輝
き
、
考
え
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

輝
き
続
け
る
糸
満
市
に
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
も
知
恵
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。



62024.377 2024.32024.3

イ
ト
マ
ン
マ
ン
（
以
下
、
イ
ト
）
　こ

ん
に
ち
は
！
元
気
満
々
の
イ
ト
マ

ン
マ
ン
で
す
。
令
和
3
年
か
ら
糸

満
市
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
頃
か
ら

イ
ベ
ン
ト
が
増
え
、
そ
の
場
で
直

接
会
え
る
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
糸
満

市
の
中
で
根
付
い
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
あ
ふ
れ
る
糸
満
市
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。
今
日

は
糸
満
市
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話

が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。

山
城
　山
城
由
希
で
す
。
海
ぶ
ど
う

農
園
海
ん
道
と
い
う
、
糸
満
の
原

風
景
が
残
っ
て
い
る
と
思
え
る
場

所
に
約
18
年
前
に
父
が
起
業
し
ま

し
た
。
父
は
沖
縄
出
身
で
地
域
の

た
め
に
、
沖
縄
の
た
め
に
と
い
う

思
い
か
ら
産
業
を
興
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
海
ぶ
ど
う
が
誰
も
知

ら
な
か
っ
た
時
代
に
養
殖
場
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
海
ぶ
ど

う
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
、
世
界
の
食

材
と
い
う
考
え
の
も
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ト
　私
は
糸
満
市
を
今
よ
り
も
良

く
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
を
糸
満
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
現
在
、

多
く
の
情
報
が
S
N
S
を
通
じ
て

発
信
さ
れ
て
い
て
、
特
に
飲
食
店

や
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
多

く
の
人
が
S
N
S
で
検
索
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
S
N
S
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
糸
満
市
の
魅
力
を

沖
縄
県
内
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

国
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
伝
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
で
は
、
な

ぜ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
に
す
る
か
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
が
活
動
す
る
こ
と
で
、
糸

満
に
つ
い
て
の
情
報
が
よ
り
多
く

の
人
に
届
き
、
興
味
を
持
っ
た
人

が
訪
れ
、
そ
の
経
験
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
へ
情

報
が
広
が
る
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た

め
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が

良
い
と
考
え
て
い
て
、
私
も
そ
の

1
人
に
な
る
た
め
に
今
後
も
活
動

を
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
垣
　私
が
取
り
組
み
た
い
こ
と
と

し
て
、
県
内
に
は
ハ
ー
レ
ー
の
他

に
も
エ
イ
サ
ー
や
旗
頭
、
棒
術
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
が
あ
っ
て
、

今
年
の
9
月
1
日
に
は
、
そ
の
す

べ
て
を
集
め
た
沖
縄
伝
統
芸
能
の

ぜ
ん
ぶ
祭
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
、
県
外
の
観
光
客
や
多

く
の
県
民
を
呼
び
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
沖
縄

爬
龍
舟
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
糸
満

の
中
学
生
が
南
城
市
奥
武
島
の
高

校
生
に
勝
っ
た
光
景
を
見
た
と
き

に
、
や
は
り
ハ
ー
レ
ー
は
糸
満
の

伝
統
だ
と
思
う
と
同
時
に
、
他
の

地
域
で
は
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

人
材
が
不
足
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
受
け
継
い
だ

伝
統
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
、
こ
の
ぜ
ん
ぶ
祭
り
を
開

催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
糸
満
漁
協
青
年

部
が
知
念
漁
協
と
石
垣
漁
協
、
久

米
島
漁
協
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
、

そ
の
う
ち
、
石
垣
漁
協
の
チ
ー
ム

が
参
加
で
き
そ
う
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
の
輪
が
広
が
っ
て
、
将

来
的
に
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
一

緒
に
全
国
各
地
の
漁
師
を
集
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
し
か
捕
れ
な

い
魚
を
使
っ
た
漁
師
飯
グ
ラ
ン
プ

リ
が
開
催
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
海

人
の
町
糸
満
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
、
全

国
各
地
の
海
人
が
、
糸
満
に
来
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
自
然

を
壊
さ
な
い
足
こ
ぎ
S
U
P
と
い

う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
美
々
ビ
ー

チ
に
導
入
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
て
フ
ェ
ス
を
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ

ス
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
海
を
壊

さ
な
い
S
D
G
ｓ
の
活
動
を
糸
満

か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
城
　私
は
糸
満
の
そ
の
自
然
と
歴

史
、
漁
業
や
農
業
と
い
う
こ
と
と
、

人
が
結
び
つ
い
て
新
し
い
持
続
可

能
な
イ
ベ
ン
ト
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
こ
こ
糸
満
で
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
糸
満
は
感
性
が
す
ご

い
豊
か
に
育
つ
環
境
で
、
赤
丸
さ

ん
の
よ
う
な
お
笑
い
芸
人
さ
ん
を

含
め
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
多
く
輩

出
で
き
る
地
域
だ
と
私
は
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
、
点
描

画
家
の
人
と
お
話
を
し
た
と
き
に
、

ア
ー
ト
の
常
設
展
が
糸
満
に
な
く
、

才
能
あ
る
人
た
ち
は
北
谷
な
ど
他

の
地
域
で
展
示
し
て
い
た
り
す
る

と
お
話
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ

と
に
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
た

ち
は
、
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
苦

手
な
人
が
多
く
、
良
い
も
の
を
持
っ

て
い
て
も
世
の
中
に
出
し
て
い
け

な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
別
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
産
業
を
す
る

上
で
は
廃
棄
物
が
必
ず
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
を
食
品
に
加
工
す
る
な

ど
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
廃
棄
物
を

使
っ
て
糸
を
作
り
帆
掛
け
サ
バ
ニ

の
帆
に
し
た
り
、
絵
の
具
を
作
っ

て
サ
バ
ニ
に
色
を
つ
け
た
り
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
え
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
お
話
し
し
た
、
漁
業
や
農

業
な
ど
の
産
業
や
歴
史
と
、
先
ほ

ど
の
ア
ー
ト
の
常
設
展
を
組
み
合

わ
せ
た 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ア
ー
ト
や

フ
ェ
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
を
私
た
ち
が
運
営
す
る
プ
チ
プ

チ
ビ
ー
チ
で
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
糸
満
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
に
触
れ
る
機
会

を
持
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
糸

満
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
城
　私
は
豊
見
城
市
と
北
谷
町
に

住
ん
で
い
た
経
験
か
ら
、
糸
満
市

の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

糸
満
市
は
非
常
に
面
白
い
地
域
で

す
が
、
そ
の
魅
力
が
世
間
に
十
分

に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
糸
満

市
の
楽
し
み
方
が
外
部
に
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
特
に
催
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
観
光
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
観
光
客
や
他
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
、
糸
満
市
の
楽
し
み
方
が

限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

糸
満
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る

観
光
客
だ
け
で
無
く
、
地
域
で
観

光
や
遊
び
方
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

祭
り
や
お
笑
い
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
台
風
や
旧
正
月
な
ど
の

年
中
行
事
を
考
慮
し
な
が
ら
、
年

間
を
通
じ
て
時
期
を
ず
ら
し
て
開

催
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
山
城
さ
ん
が
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
糸
満
市
に
は
才
能
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
地

域
を
中
部
や
北
部
に
劣
ら
な
い
、

南
部
の
観
光
拠
点
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

赤
丸
　私
は
お
笑
い
が
す
べ
て
に
お

い
て
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い

て
、
そ
の
お
笑
い
を
糸
満
に
根
づ

か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最

近
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と

し
て
、
お
笑
い
と
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
を
掛
け
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
く
く
る
糸
満

か
ら
「
一
緒
に
何
か
で
き
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の

ご
み
拾
い
は
参
加
し
て
く
れ
る
皆

さ
ん
の
1
人
1
人
の
熱
量
が
高
く
、

協
力
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
も
私
も
、
こ
の
掛
け
合
わ
せ

は
す
ご
い
相
性
が
い
い
と
感
じ
て

い
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
私
は
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ご
み
拾
い
と
お
笑
い
と
い
う
形
で

す
が
、
何
か
と
お
笑
い
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
新
鮮
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
参
加
者
が
増
え
て
い

く
と
思
い
ま
す
し
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
は
ま
だ
始
め
た
て
で
は
あ
り
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
美
々
ビ
ー
チ

な
ど
で
美
々
ビ
ー
チ
で
ご
み
拾
い

の
後
に
フ
ェ
ス
も
で
き
れ
ば
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
イ

ト
マ
ン
マ
ン
が
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
早
急
に
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
を

発
信
し
た
い
と
き
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ

と
で
、
素
早
く
多
く
の
人
に
情
報

が
届
き
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

市
長
　皆
さ
ん
の
お
話
し
し
て
い
る

と
き
の
感
情
や
目
の
輝
き
、
イ
ト

マ
ン
マ
ン
は
声
の
大
き
さ
で
す
ご

い
熱
量
が
伝
わ
り
、
非
常
に
嬉
し

い
で
す
。

赤
丸
　山
城
さ
ん
の
廃
棄
物
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
お
話

と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
以
前
、
糸
満
の
お
土
産
品
の

加
工
を
し
て
い
る
会
社
を
訪
れ
た

際
に
、
社
長
さ
ん
か
ら
「
ロ
ス
が

出
た
食
材
を
う
ま
く
加
工
す
る
こ

と
を
や
り
た
い
け
れ
ど
、
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
の
で
何
か
良
い
取

り
組
み
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

1
人
で
動
く
に
は
大
き
な
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の

お
話
で
何
か
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
す
か
。

山
城
　実
は
8
年
ほ
ど
前
に
海
ぶ
ど

う
ち
ん
す
こ
う
と
い
う
の
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
販
売
過

程
で
困
難
な
こ
と
が
多
く
断
念
し

ま
し
た
。
た
だ
、
糸
満
で
地
場
産

品
の
生
産
を
し
て
い
る
製
造
メ
ー

カ
ー
さ
ん
と
、
か
つ
、 
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う
観
点
で
廃
棄
物
を
使
っ
た

商
品
で
あ
れ
ば
、
ち
ん
す
こ
う
だ

け
に
限
ら
ず
に
、
ほ
か
の
製
品
で

販
売
が
で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
で
き
、

違
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
す
ご
く
面
白
い
で

す
よ
ね
。

赤
丸
　課
題
と
し
て
は
、
今
お
話
し

し
て
い
た
よ
う
に
取
り
組
ん
で
失

敗
し
た
と
き
に
企
業
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

費
用
の
部
分
は
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
つ
つ
、
私
は
入
り
口
と
し
て

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
糸
満

の
生
産
者
と
加
工
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
場
を
設
け
て
、
糸
満
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
完
結
す
る
。

大
城
　沖
縄
で
は
横
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い
や
先

輩
後
輩
の
関
係
性
が
新
し
い
取
り

組
み
を
始
め
る
際
に
、
時
に
は
良

く
な
い
方
向
に
進
む
こ
と
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
県
の
仕

事
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
や
企
画
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

際
に
上
手
く
い
く
ケ
ー
ス
は
、
知

ら
な
い
人
や
企
業
同
士
が
自
身
の

課
題
を
深
く
感
じ
、
解
決
し
た
い

と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
や

製
品
の
良
さ
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仲
間
内

の
関
係
性
に
加
え
て
、
外
部
か
ら

の
新
た
な
刺
激
を
ど
う
取
り
入
れ

る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
企

業
や
個
人
が
心
の
底
か
ら
解
決
し

た
い
と
思
う
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
糸
満
市
で
作
り
上
げ

ら
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

市
長
　私
は
地
域
の
魅
力
が
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
気

が
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
転
が
っ

て
い
る
け
ど
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
沖
縄
に
は
サ
ン
グ
ヮ
ー

が
あ
っ
て
、
何
か
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
と
き
に
、
ひ
も
な
ど
を
結
ん

で
、
魔
よ
け
代
わ
り
に
す
る
。
こ

れ
が
お
土
産
品
店
で
売
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
５
０
０
円
で
大
き
さ

に
よ
っ
て
は
７
０
０
円
、
１
０
０

０
円
っ
て
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
魅
力
を
若
い

人
た
ち
が
柔
ら
か
い
発
想
で
見
つ

け
ら
れ
る
と
面
白
い
と
思
い
ま
す

し
、
私
が
若
い
人
た
ち
に
期
待
し

て
い
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

新
垣
　確
か
に
当
た
り
前
に
な
り
す

ぎ
て
自
分
た
ち
で
は
気
づ
か
な
い

で
す
よ
ね
。
父
が
名
城
出
身
で
、

公
民
館
か
ら
見
え
る
風
景
が
当
た

り
前
で
し
た
が
、
以
前
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
人
が
、
こ
の
風
景

を
見
た
瞬
間
に
「
素
晴
ら
し
い
」

と
言
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
カ
フ
ェ

と
か
が
あ
る
と
良
い
ね
と
い
っ
た

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
や
は
り
、

普
段
の
景
色
や
生
活
が
当
た
り
前

に
な
り
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
と
こ

ろ
が
、
糸
満
を
知
ら
な
い
人
と
触

れ
あ
う
こ
と
で
逆
に
知
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
大
事
な
視
点
だ
と
思
い

ま
す
。

山
城
　私
も
県
外
か
ら
友
人
が
来
る

と
、
最
近
は
名
城
方
面
に
一
緒
に

お
散
歩
に
行
き
ま
す
。
名
城
地
域

は
古
民
家
の
細
い
道
や
昔
か
ら
あ

る
よ
う
な
空
気
感
が
感
動
し
ま
す

よ
ね
。
こ
の
風
景
が
糸
満
に
残
っ

て
る
こ
と
も
財
産
だ
と
思
い
ま
す

が
、
空
き
家
も
多
い
の
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
課
題
を
解

決
す
る
と
、
地
域
の
資
源
を
生
か

し
た
拠
点
と
し
て
、
今
は
琉
球
ホ

テ
ル
が
で
き
て
、
隣
は
名
城
の
民

家
、
そ
の
次
に
海
ん
道
の
エ
リ
ア

が
あ
っ
て
、
く
く
る
糸
満
が
あ
っ

て
、
道
の
駅
や
美
々
ビ
ー
チ
が
あ

る
と
い
っ
た
感
じ
で
、
そ
こ
を
自

転
車
な
ど
の
エ
コ
な
乗
り
物
で
繋

ぐ
と
糸
満
の
良
い
観
光
ル
ー
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
　そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
繋
が
る

と
良
い
で
す
ね
。
普
段
私
た
ち
が

見
て
い
る
世
界
は
観
光
客
か
ら
見

る
と
宝
物
に
な
り
ま
す
。
こ
の
景

色
、
空
気
感
を
生
か
す
取
り
組
み

と
し
て
、
自
転
車
や
歩
い
て
ゆ
っ

く
り
と
移
動
す
る
こ
と
は
、
そ
の

魅
力
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
ね
。
糸
満
の
自

然
を
体
感
し
な
が
ら
、
名
所
を
回
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

イ
ト
　今
あ
る
糸
満
の
風
景
っ
て
い

う
の
が
実
は
他
の
人
か
ら
見
た
ら

宝
物
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
そ
の
通
り
で
、
そ
の
風
景
を

発
信
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て

い
う
の
が
地
元
の
人
は
感
じ
て
な

い
の
か
な
と
。
良
い
も
の
を
発
信

し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
、
私
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
子
供
も
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

感
覚
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
が
で
き
れ

ば
、
多
角
的
な
方
向
か
ら
糸
満
の

魅
力
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
な
い
と

情
報
が
拡
散
し
な
い
の
で
、
糸
満

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
人
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

山
城
　私
た
ち
の
会
社
で
働
い
て
く

れ
て
る
人
も
糸
満
の
人
が
多
く
、

沖
縄
の
方
言
や
ゆ
っ
く
り
な
雰
囲

気
が
観
光
客
か
ら
喜
ば
れ
て
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
観
光
客
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
く
れ
る
と
新
し
い
観
光
客
が
生

ま
れ
て
良
い
循
環
が
で
き
ま
す
ね
。

大
城
　近
年
で
は
情
報
が
混
在
し
て

い
て
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地

の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
を
見

れ
ば
良
い
か
分
か
り
に
く
い
状
況

で
す
。
S
N
S
で
の
発
信
は
人
々

の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
上

で
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

糸
満
市
全
体
の
観
光
情
報
を
一
元

化
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
存
在

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

各
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
は
個
別
に

S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
1
つ
の
サ
イ
ト
に
集
約
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
く
、
効
果
的
な
取
り
組
み
に

な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
ハ
ワ

イ
州
に
は
ハ
ワ
イ
専
用
の
観
光
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
糸
満

市
専
用
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
を

ま
と
め
た
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

が
あ
れ
ば
、
観
光
客
に
と
っ
て
非

常
に
便
利
で
す
。

市
長
　糸
満
市
の
将
来
像
と
し
て
「
繋

が
り
を
深
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

ま
ち
糸
満
市
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
話
の
中

で
、
多
く
の
人
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
良
い
イ
ベ
ン
ト
や
モ

S
D
G
ｓ
で
糸
満
の
名
産
を

糸
満
市
の
観
光
資
源
と
情
報
発
信

ノ
が
で
き
て
、
多
く
の
観
光
客
が

糸
満
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

今
日
の
皆
さ
ん
の
輝
き
、
考
え
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

輝
き
続
け
る
糸
満
市
に
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
も
知
恵
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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イ
ト
マ
ン
マ
ン
（
以
下
、
イ
ト
）
　こ

ん
に
ち
は
！
元
気
満
々
の
イ
ト
マ

ン
マ
ン
で
す
。
令
和
3
年
か
ら
糸

満
市
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
頃
か
ら

イ
ベ
ン
ト
が
増
え
、
そ
の
場
で
直

接
会
え
る
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
糸
満

市
の
中
で
根
付
い
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
あ
ふ
れ
る
糸
満
市
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。
今
日

は
糸
満
市
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話

が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。

山
城
　山
城
由
希
で
す
。
海
ぶ
ど
う

農
園
海
ん
道
と
い
う
、
糸
満
の
原

風
景
が
残
っ
て
い
る
と
思
え
る
場

所
に
約
18
年
前
に
父
が
起
業
し
ま

し
た
。
父
は
沖
縄
出
身
で
地
域
の

た
め
に
、
沖
縄
の
た
め
に
と
い
う

思
い
か
ら
産
業
を
興
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
海
ぶ
ど
う
が
誰
も
知

ら
な
か
っ
た
時
代
に
養
殖
場
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
海
ぶ
ど

う
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
、
世
界
の
食

材
と
い
う
考
え
の
も
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
ト
　私
は
糸
満
市
を
今
よ
り
も
良

く
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
を
糸
満
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
現
在
、

多
く
の
情
報
が
S
N
S
を
通
じ
て

発
信
さ
れ
て
い
て
、
特
に
飲
食
店

や
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
多

く
の
人
が
S
N
S
で
検
索
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
S
N
S
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
糸
満
市
の
魅
力
を

沖
縄
県
内
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

国
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
伝
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
で
は
、
な

ぜ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
に
す
る
か
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
が
活
動
す
る
こ
と
で
、
糸

満
に
つ
い
て
の
情
報
が
よ
り
多
く

の
人
に
届
き
、
興
味
を
持
っ
た
人

が
訪
れ
、
そ
の
経
験
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
へ
情

報
が
広
が
る
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

す
。
そ
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た

め
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が

良
い
と
考
え
て
い
て
、
私
も
そ
の

1
人
に
な
る
た
め
に
今
後
も
活
動

を
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
垣
　私
が
取
り
組
み
た
い
こ
と
と

し
て
、
県
内
に
は
ハ
ー
レ
ー
の
他

に
も
エ
イ
サ
ー
や
旗
頭
、
棒
術
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
が
あ
っ
て
、

今
年
の
9
月
1
日
に
は
、
そ
の
す

べ
て
を
集
め
た
沖
縄
伝
統
芸
能
の

ぜ
ん
ぶ
祭
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
、
県
外
の
観
光
客
や
多

く
の
県
民
を
呼
び
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
考

え
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
沖
縄

爬
龍
舟
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
糸
満

の
中
学
生
が
南
城
市
奥
武
島
の
高

校
生
に
勝
っ
た
光
景
を
見
た
と
き

に
、
や
は
り
ハ
ー
レ
ー
は
糸
満
の

伝
統
だ
と
思
う
と
同
時
に
、
他
の

地
域
で
は
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

人
材
が
不
足
し
て
い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
受
け
継
い
だ

伝
統
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
、
こ
の
ぜ
ん
ぶ
祭
り
を
開

催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
の
沖
縄
爬
龍
舟
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
糸
満
漁
協
青
年

部
が
知
念
漁
協
と
石
垣
漁
協
、
久

米
島
漁
協
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
、

そ
の
う
ち
、
石
垣
漁
協
の
チ
ー
ム

が
参
加
で
き
そ
う
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
の
輪
が
広
が
っ
て
、
将

来
的
に
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
一

緒
に
全
国
各
地
の
漁
師
を
集
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
し
か
捕
れ
な

い
魚
を
使
っ
た
漁
師
飯
グ
ラ
ン
プ

リ
が
開
催
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
海

人
の
町
糸
満
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
、
全

国
各
地
の
海
人
が
、
糸
満
に
来
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
自
然

を
壊
さ
な
い
足
こ
ぎ
S
U
P
と
い

う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
美
々
ビ
ー

チ
に
導
入
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
て
フ
ェ
ス
を
開
催
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ェ

ス
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
海
を
壊

さ
な
い
S
D
G
ｓ
の
活
動
を
糸
満

か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
城
　私
は
糸
満
の
そ
の
自
然
と
歴

史
、
漁
業
や
農
業
と
い
う
こ
と
と
、

人
が
結
び
つ
い
て
新
し
い
持
続
可

能
な
イ
ベ
ン
ト
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
こ
こ
糸
満
で
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
糸
満
は
感
性
が
す
ご

い
豊
か
に
育
つ
環
境
で
、
赤
丸
さ

ん
の
よ
う
な
お
笑
い
芸
人
さ
ん
を

含
め
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
多
く
輩

出
で
き
る
地
域
だ
と
私
は
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
、
点
描

画
家
の
人
と
お
話
を
し
た
と
き
に
、

ア
ー
ト
の
常
設
展
が
糸
満
に
な
く
、

才
能
あ
る
人
た
ち
は
北
谷
な
ど
他

の
地
域
で
展
示
し
て
い
た
り
す
る

と
お
話
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ

と
に
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
人
た

ち
は
、
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
苦

手
な
人
が
多
く
、
良
い
も
の
を
持
っ

て
い
て
も
世
の
中
に
出
し
て
い
け

な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
別
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
産
業
を
す
る

上
で
は
廃
棄
物
が
必
ず
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
を
食
品
に
加
工
す
る
な

ど
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
廃
棄
物
を

使
っ
て
糸
を
作
り
帆
掛
け
サ
バ
ニ

の
帆
に
し
た
り
、
絵
の
具
を
作
っ

て
サ
バ
ニ
に
色
を
つ
け
た
り
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
行
え
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
お
話
し
し
た
、
漁
業
や
農

業
な
ど
の
産
業
や
歴
史
と
、
先
ほ

ど
の
ア
ー
ト
の
常
設
展
を
組
み
合

わ
せ
た 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ア
ー
ト
や

フ
ェ
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
を
私
た
ち
が
運
営
す
る
プ
チ
プ

チ
ビ
ー
チ
で
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
糸
満
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
に
触
れ
る
機
会

を
持
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
糸

満
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

て
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
城
　私
は
豊
見
城
市
と
北
谷
町
に

住
ん
で
い
た
経
験
か
ら
、
糸
満
市

の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

糸
満
市
は
非
常
に
面
白
い
地
域
で

す
が
、
そ
の
魅
力
が
世
間
に
十
分

に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
糸
満

市
の
楽
し
み
方
が
外
部
に
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
特
に
催
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
観
光
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
観
光
客
や
他
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
、
糸
満
市
の
楽
し
み
方
が

限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

糸
満
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る

観
光
客
だ
け
で
無
く
、
地
域
で
観

光
や
遊
び
方
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

祭
り
や
お
笑
い
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
台
風
や
旧
正
月
な
ど
の

年
中
行
事
を
考
慮
し
な
が
ら
、
年

間
を
通
じ
て
時
期
を
ず
ら
し
て
開

催
す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
山
城
さ
ん
が
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
糸
満
市
に
は
才
能
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
地

域
を
中
部
や
北
部
に
劣
ら
な
い
、

南
部
の
観
光
拠
点
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

赤
丸
　私
は
お
笑
い
が
す
べ
て
に
お

い
て
重
要
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い

て
、
そ
の
お
笑
い
を
糸
満
に
根
づ

か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最

近
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
と

し
て
、
お
笑
い
と
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
を
掛
け
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
く
く
る
糸
満

か
ら
「
一
緒
に
何
か
で
き
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
の

ご
み
拾
い
は
参
加
し
て
く
れ
る
皆

さ
ん
の
1
人
1
人
の
熱
量
が
高
く
、

協
力
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
も
私
も
、
こ
の
掛
け
合
わ
せ

は
す
ご
い
相
性
が
い
い
と
感
じ
て

い
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
私
は
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ご
み
拾
い
と
お
笑
い
と
い
う
形
で

す
が
、
何
か
と
お
笑
い
を
掛
け
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
新
鮮
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
参
加
者
が
増
え
て
い

く
と
思
い
ま
す
し
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
は
ま
だ
始
め
た
て
で
は
あ
り
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
美
々
ビ
ー
チ

な
ど
で
美
々
ビ
ー
チ
で
ご
み
拾
い

の
後
に
フ
ェ
ス
も
で
き
れ
ば
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
イ

ト
マ
ン
マ
ン
が
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
早
急
に
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
を

発
信
し
た
い
と
き
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ

と
で
、
素
早
く
多
く
の
人
に
情
報

が
届
き
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

市
長
　皆
さ
ん
の
お
話
し
し
て
い
る

と
き
の
感
情
や
目
の
輝
き
、
イ
ト

マ
ン
マ
ン
は
声
の
大
き
さ
で
す
ご

い
熱
量
が
伝
わ
り
、
非
常
に
嬉
し

い
で
す
。

赤
丸
　山
城
さ
ん
の
廃
棄
物
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
お
話

と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
以
前
、
糸
満
の
お
土
産
品
の

加
工
を
し
て
い
る
会
社
を
訪
れ
た

際
に
、
社
長
さ
ん
か
ら
「
ロ
ス
が

出
た
食
材
を
う
ま
く
加
工
す
る
こ

と
を
や
り
た
い
け
れ
ど
、
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
の
で
何
か
良
い
取

り
組
み
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
良

い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

1
人
で
動
く
に
は
大
き
な
課
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の

お
話
で
何
か
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
す
か
。

山
城
　実
は
8
年
ほ
ど
前
に
海
ぶ
ど

う
ち
ん
す
こ
う
と
い
う
の
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
販
売
過

程
で
困
難
な
こ
と
が
多
く
断
念
し

ま
し
た
。
た
だ
、
糸
満
で
地
場
産

品
の
生
産
を
し
て
い
る
製
造
メ
ー

カ
ー
さ
ん
と
、
か
つ
、 
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う
観
点
で
廃
棄
物
を
使
っ
た

商
品
で
あ
れ
ば
、
ち
ん
す
こ
う
だ

け
に
限
ら
ず
に
、
ほ
か
の
製
品
で

販
売
が
で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
で
き
、

違
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
す
ご
く
面
白
い
で

す
よ
ね
。

赤
丸
　課
題
と
し
て
は
、
今
お
話
し

し
て
い
た
よ
う
に
取
り
組
ん
で
失

敗
し
た
と
き
に
企
業
は
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

費
用
の
部
分
は
市
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
つ
つ
、
私
は
入
り
口
と
し
て

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
糸
満

の
生
産
者
と
加
工
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
場
を
設
け
て
、
糸
満
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
完
結
す
る
。

大
城
　沖
縄
で
は
横
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い
や
先

輩
後
輩
の
関
係
性
が
新
し
い
取
り

組
み
を
始
め
る
際
に
、
時
に
は
良

く
な
い
方
向
に
進
む
こ
と
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
県
の
仕

事
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
や
企
画
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

際
に
上
手
く
い
く
ケ
ー
ス
は
、
知

ら
な
い
人
や
企
業
同
士
が
自
身
の

課
題
を
深
く
感
じ
、
解
決
し
た
い

と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
や

製
品
の
良
さ
を
出
し
合
う
こ
と
で
、

成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仲
間
内

の
関
係
性
に
加
え
て
、
外
部
か
ら

の
新
た
な
刺
激
を
ど
う
取
り
入
れ

る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
企

業
や
個
人
が
心
の
底
か
ら
解
決
し

た
い
と
思
う
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
糸
満
市
で
作
り
上
げ

ら
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

市
長
　私
は
地
域
の
魅
力
が
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
気

が
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
転
が
っ

て
い
る
け
ど
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
沖
縄
に
は
サ
ン
グ
ヮ
ー

が
あ
っ
て
、
何
か
持
ち
帰
っ
て
も

ら
う
と
き
に
、
ひ
も
な
ど
を
結
ん

で
、
魔
よ
け
代
わ
り
に
す
る
。
こ

れ
が
お
土
産
品
店
で
売
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
５
０
０
円
で
大
き
さ

に
よ
っ
て
は
７
０
０
円
、
１
０
０

０
円
っ
て
売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
魅
力
を
若
い

人
た
ち
が
柔
ら
か
い
発
想
で
見
つ

け
ら
れ
る
と
面
白
い
と
思
い
ま
す

し
、
私
が
若
い
人
た
ち
に
期
待
し

て
い
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

新
垣
　確
か
に
当
た
り
前
に
な
り
す

ぎ
て
自
分
た
ち
で
は
気
づ
か
な
い

で
す
よ
ね
。
父
が
名
城
出
身
で
、

公
民
館
か
ら
見
え
る
風
景
が
当
た

り
前
で
し
た
が
、
以
前
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
人
が
、
こ
の
風
景

を
見
た
瞬
間
に
「
素
晴
ら
し
い
」

と
言
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
カ
フ
ェ

と
か
が
あ
る
と
良
い
ね
と
い
っ
た

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
や
は
り
、

普
段
の
景
色
や
生
活
が
当
た
り
前

に
な
り
す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
と
こ

ろ
が
、
糸
満
を
知
ら
な
い
人
と
触

れ
あ
う
こ
と
で
逆
に
知
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
大
事
な
視
点
だ
と
思
い

ま
す
。

山
城
　私
も
県
外
か
ら
友
人
が
来
る

と
、
最
近
は
名
城
方
面
に
一
緒
に

お
散
歩
に
行
き
ま
す
。
名
城
地
域

は
古
民
家
の
細
い
道
や
昔
か
ら
あ

る
よ
う
な
空
気
感
が
感
動
し
ま
す

よ
ね
。
こ
の
風
景
が
糸
満
に
残
っ

て
る
こ
と
も
財
産
だ
と
思
い
ま
す

が
、
空
き
家
も
多
い
の
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
課
題
を
解

決
す
る
と
、
地
域
の
資
源
を
生
か

し
た
拠
点
と
し
て
、
今
は
琉
球
ホ

テ
ル
が
で
き
て
、
隣
は
名
城
の
民

家
、
そ
の
次
に
海
ん
道
の
エ
リ
ア

が
あ
っ
て
、
く
く
る
糸
満
が
あ
っ

て
、
道
の
駅
や
美
々
ビ
ー
チ
が
あ

る
と
い
っ
た
感
じ
で
、
そ
こ
を
自

転
車
な
ど
の
エ
コ
な
乗
り
物
で
繋

ぐ
と
糸
満
の
良
い
観
光
ル
ー
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
　そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
が
繋
が
る

と
良
い
で
す
ね
。
普
段
私
た
ち
が

見
て
い
る
世
界
は
観
光
客
か
ら
見

る
と
宝
物
に
な
り
ま
す
。
こ
の
景

色
、
空
気
感
を
生
か
す
取
り
組
み

と
し
て
、
自
転
車
や
歩
い
て
ゆ
っ

く
り
と
移
動
す
る
こ
と
は
、
そ
の

魅
力
を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
ね
。
糸
満
の
自

然
を
体
感
し
な
が
ら
、
名
所
を
回
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

イ
ト
　今
あ
る
糸
満
の
風
景
っ
て
い

う
の
が
実
は
他
の
人
か
ら
見
た
ら

宝
物
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
そ
の
通
り
で
、
そ
の
風
景
を

発
信
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
っ
て

い
う
の
が
地
元
の
人
は
感
じ
て
な

い
の
か
な
と
。
良
い
も
の
を
発
信

し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
、
私
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
子
供
も
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

感
覚
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
が
で
き
れ

ば
、
多
角
的
な
方
向
か
ら
糸
満
の

魅
力
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
な
い
と

情
報
が
拡
散
し
な
い
の
で
、
糸
満

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
人
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

山
城
　私
た
ち
の
会
社
で
働
い
て
く

れ
て
る
人
も
糸
満
の
人
が
多
く
、

沖
縄
の
方
言
や
ゆ
っ
く
り
な
雰
囲

気
が
観
光
客
か
ら
喜
ば
れ
て
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
観
光
客
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
く
れ
る
と
新
し
い
観
光
客
が
生

ま
れ
て
良
い
循
環
が
で
き
ま
す
ね
。

大
城
　近
年
で
は
情
報
が
混
在
し
て

い
て
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地

の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
を
見

れ
ば
良
い
か
分
か
り
に
く
い
状
況

で
す
。
S
N
S
で
の
発
信
は
人
々

の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
上

で
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

糸
満
市
全
体
の
観
光
情
報
を
一
元

化
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
存
在

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

各
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
は
個
別
に

S
N
S
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
1
つ
の
サ
イ
ト
に
集
約
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
く
、
効
果
的
な
取
り
組
み
に

な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
ハ
ワ

イ
州
に
は
ハ
ワ
イ
専
用
の
観
光
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
糸
満

市
専
用
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
を

ま
と
め
た
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

が
あ
れ
ば
、
観
光
客
に
と
っ
て
非

常
に
便
利
で
す
。

市
長
　糸
満
市
の
将
来
像
と
し
て
「
繋

が
り
を
深
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

ま
ち
糸
満
市
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
話
の
中

で
、
多
く
の
人
が
つ
な
が
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
良
い
イ
ベ
ン
ト
や
モ

S
D
G
ｓ
で
糸
満
の
名
産
を

糸
満
市
の
観
光
資
源
と
情
報
発
信

ノ
が
で
き
て
、
多
く
の
観
光
客
が

糸
満
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

今
日
の
皆
さ
ん
の
輝
き
、
考
え
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

輝
き
続
け
る
糸
満
市
に
し
て
い
く

た
め
に
、
今
後
も
知
恵
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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　見慣れた旧正月の大漁旗。糸満に住む皆さんはその意味
や、誰がどのようにデザインしているか分かりますか？
　なかなか聞くことのない大漁旗のことを、現役海人の
大浜公さんに聞きました。

　大
漁
旗
は
新
し
い
船
を
購
入
し
た
時
に
、家
族
や
友
人
か
ら
豊
漁
祈
願
、

航
海
安
全
を
願
っ
て
贈
ら
れ
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
に
指
定
は
な
く
、基
本
的
に

自
由
で
す
。贈
る
人
が
旗
を
作
る
会
社
が
持
っ
て
い
る
魚
の
イ
ラ
ス
ト
や
文

字
の
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
、贈
る
人
の
好
み
や
、受
け
取
る
海
人
が
好
み
だ

と
思
う
デ
ザ
イ
ン
を
選
ん
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。私
が
ハ
ー
レ
ー
シ
ン
カ
か

ら
贈
っ
て
も
ら
っ
た
旗
に
は
、ハ
ー
レ
ー
舟
が
描
か
れ
て
い
て
、私
の
知
っ

て
い
る
旗
の
中
に
は
、大
型
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
た
海
人
の
写
真
が
入
っ
て

い
る
面
白
い
デ
ザ
イ
ン
も
あ
り
ま
す
。旗
に
は
、一
般
的
に
誰
か
ら
贈
ら
れ

た
旗
な
の
か
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、旗
の
一
部
に
は
贈
っ
た
人
ら
の
名
前

が
入
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
ナ
イ
ロ
ン
製
の
生
地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

少
し
前
の
旗
は
布
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　私
が
聞
い
た
話
で
は
、大
漁
旗
を
掲
げ
ら
れ
た
当
初
の
理
由
は
、漁
に
出

た
海
人
が
帰
港
を
待
つ
人
た
ち
に
対
し
て
、す
ぐ
に
魚
を
水
揚
げ
で
き
る
よ

う
に
、準
備
し
て
て
く
れ
と
い
う
合
図
で
掲
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。現

株式会社DeepSea 代表取締役社長。

よなん-YONAN-代表。

漁船「公漁丸」でマグロやソデイカ漁を行いな

がら、カキ養殖事業を展開中。

　イカゲソのモチモチ感と、
揚げたての衣のサクサク感
を同時に楽しめます。軽めの
味付けで、油っぽさがないの
で、食べ過ぎてしまうことも。

　塩のみのシンプルな味付
けで、ゲソの甘みが引きたっ
ています。素材の味を楽しん
だら、七味マヨネーズで味を
変えると、さらに絶品に。

住所　糸満市字糸満47番地1F
時間　18：00～24：00
定休　毎週水曜日
電話　080-6489-5925

よなん-YONAN-

糸
満
の
特
産
品
を
知
ろ
う
！

足

胴体

軟骨

耳

代
で
は
無
線
通
信
が

で
き
ま
す
の
で
、大

漁
旗
を
掲
げ
て
帰
港

す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、旧
正
月
に

は
1
年
間
の
豊
漁
や

航
海
安
全
を
祈
っ

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
海

人
が
大
漁
旗
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

白銀堂

サウンド
ビデオ

糸満プロパン

よなん
-YONAN-

　ソ
デ
イ
カ
は
体
長
約
１
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
20
キ
ロ
に

も
な
る
最
大
級
の
食
用
イ
カ
で
す
。
糸
満
市
は
沖
縄
県
全

体
の
生
産
量
約
20
％
を
占
め
、
平
成
27
年
に
は
沖
縄
県
か

ら
拠
点
産
地
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら
は
、

方
言
名
の
セ
ー
イ
カ
と
呼
び
、
各
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
実
は
、
水
揚
げ
の
前
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
部
位
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。　イ

カ
の
部
位
は
、
い
か
そ

う
め
ん
に
な
る
耳
、
さ
き
い

か
や
あ
た
り
め
に
な
る
胴

体
、
い
か
な
ん
こ
つ
と
な
る

軟
骨
、
ゲ
ソ
と
呼
ば
れ
る
足

の
大
き
く
４
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
足
の

部
位
は
、
ほ
か
の
部
位
と
比

較
し
て
も
値
が
低
く
、
長
い

期
間
の
冷
水
保
存
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
漁
獲
量
が
多

い
日
に
は
、
高
値
で
売
れ
る
部
位
を
多
く
持
ち
帰
る
た
め

に
、
帰
港
前
に
足
の
部
位
だ
け
を
切
り
取
る
こ
と
が
あ
る

と
言
い
ま
す
。

　「よ
な
ん-

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ-

」で
は
、
大
浜
さ
ん
が
捕
っ
た
新

鮮
な
ゲ
ソ
を
、
海
人
な
ら
で
は
の
味
付
け
で
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
2
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大漁旗
思いが込められたソ

デ
イ
カ
の
捨
て
ら
れ
て
い
る
部
位
と

海
人
が
お
す
す
め
す
る
ソ
デ
イ
カ
料
理

82024.399 2024.32024.3

　見慣れた旧正月の大漁旗。糸満に住む皆さんはその意味
や、誰がどのようにデザインしているか分かりますか？
　なかなか聞くことのない大漁旗のことを、現役海人の
大浜公さんに聞きました。

　大
漁
旗
は
新
し
い
船
を
購
入
し
た
時
に
、家
族
や
友
人
か
ら
豊
漁
祈
願
、

航
海
安
全
を
願
っ
て
贈
ら
れ
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
に
指
定
は
な
く
、基
本
的
に

自
由
で
す
。贈
る
人
が
旗
を
作
る
会
社
が
持
っ
て
い
る
魚
の
イ
ラ
ス
ト
や
文

字
の
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
、贈
る
人
の
好
み
や
、受
け
取
る
海
人
が
好
み
だ

と
思
う
デ
ザ
イ
ン
を
選
ん
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。私
が
ハ
ー
レ
ー
シ
ン
カ
か

ら
贈
っ
て
も
ら
っ
た
旗
に
は
、ハ
ー
レ
ー
舟
が
描
か
れ
て
い
て
、私
の
知
っ

て
い
る
旗
の
中
に
は
、大
型
バ
イ
ク
に
ま
た
が
っ
た
海
人
の
写
真
が
入
っ
て

い
る
面
白
い
デ
ザ
イ
ン
も
あ
り
ま
す
。旗
に
は
、一
般
的
に
誰
か
ら
贈
ら
れ

た
旗
な
の
か
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、旗
の
一
部
に
は
贈
っ
た
人
ら
の
名
前

が
入
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
ナ
イ
ロ
ン
製
の
生
地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

少
し
前
の
旗
は
布
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　私
が
聞
い
た
話
で
は
、大
漁
旗
を
掲
げ
ら
れ
た
当
初
の
理
由
は
、漁
に
出

た
海
人
が
帰
港
を
待
つ
人
た
ち
に
対
し
て
、す
ぐ
に
魚
を
水
揚
げ
で
き
る
よ

う
に
、準
備
し
て
て
く
れ
と
い
う
合
図
で
掲
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。現

株式会社DeepSea 代表取締役社長。

よなん-YONAN-代表。

漁船「公漁丸」でマグロやソデイカ漁を行いな

がら、カキ養殖事業を展開中。

　イカゲソのモチモチ感と、
揚げたての衣のサクサク感
を同時に楽しめます。軽めの
味付けで、油っぽさがないの
で、食べ過ぎてしまうことも。

　塩のみのシンプルな味付
けで、ゲソの甘みが引きたっ
ています。素材の味を楽しん
だら、七味マヨネーズで味を
変えると、さらに絶品に。

住所　糸満市字糸満47番地1F
時間　18：00～24：00
定休　毎週水曜日
電話　080-6489-5925

よなん-YONAN-

糸
満
の
特
産
品
を
知
ろ
う
！

足

胴体

軟骨

耳

代
で
は
無
線
通
信
が

で
き
ま
す
の
で
、大

漁
旗
を
掲
げ
て
帰
港

す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、旧
正
月
に

は
1
年
間
の
豊
漁
や

航
海
安
全
を
祈
っ

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
海

人
が
大
漁
旗
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

白銀堂

サウンド
ビデオ

糸満プロパン

よなん
-YONAN-

　ソ
デ
イ
カ
は
体
長
約
１
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
20
キ
ロ
に

も
な
る
最
大
級
の
食
用
イ
カ
で
す
。
糸
満
市
は
沖
縄
県
全

体
の
生
産
量
約
20
％
を
占
め
、
平
成
27
年
に
は
沖
縄
県
か

ら
拠
点
産
地
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら
は
、

方
言
名
の
セ
ー
イ
カ
と
呼
び
、
各
家
庭
で
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
実
は
、
水
揚
げ
の
前
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
部
位
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。　イ

カ
の
部
位
は
、
い
か
そ

う
め
ん
に
な
る
耳
、
さ
き
い

か
や
あ
た
り
め
に
な
る
胴

体
、
い
か
な
ん
こ
つ
と
な
る

軟
骨
、
ゲ
ソ
と
呼
ば
れ
る
足

の
大
き
く
４
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
足
の

部
位
は
、
ほ
か
の
部
位
と
比

較
し
て
も
値
が
低
く
、
長
い

期
間
の
冷
水
保
存
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
漁
獲
量
が
多

い
日
に
は
、
高
値
で
売
れ
る
部
位
を
多
く
持
ち
帰
る
た
め

に
、
帰
港
前
に
足
の
部
位
だ
け
を
切
り
取
る
こ
と
が
あ
る

と
言
い
ま
す
。

　「よ
な
ん-

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ-

」で
は
、
大
浜
さ
ん
が
捕
っ
た
新

鮮
な
ゲ
ソ
を
、
海
人
な
ら
で
は
の
味
付
け
で
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
2
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大漁旗
思いが込められたソ

デ
イ
カ
の
捨
て
ら
れ
て
い
る
部
位
と

海
人
が
お
す
す
め
す
る
ソ
デ
イ
カ
料
理



102024.32024.32024.311

いとまん玉手箱

糸満市の子育て応援情報

住所：字摩文仁 444番地
駐車場：あり

おむつ台 水飲み場手洗い場 販売機ベンチ あずまや トイレ

市内のあ
そび場を紹介します！子育て広場

カレンダー 3月

こども未来課 840-8191 1011

　放課後児童クラブを利用している「ひとり親家庭」について保育料の減免制度が受けられます。

館長おすすめ図書

　糸満市では 0 歳児の健診会場で絵本を手渡している。
読んでほしい本や家へ持ち帰りたい本を赤ちゃんが選
ぶ。一番選ばれている本が「ととけっこう　よがあけた」
で 109 人の赤ちゃんが家庭へ持ち帰った。「読み方は上
手でなくていいですよ。一緒に楽しむことが大事ですよ」
と読み聞かせボランティアが保護者に声をかけていた。

ととけっこう　よがあけた
こばやしえみこ／作　ましませつこ／絵　こぐま社

あ
そ
び
場
の
様
子
は
、

こ
ち
ら
か
ら 

▼

平和祈念公園

子育て広場ぬくぬく
☎852-3633

しゅうりょう式
▶日時　3月22日（金）
　　　　午前の部10時～　午後の部14時～
▶定員　午前10組、午後10組
▶申込　3月1日（金）から

公園へ行こう！「おもいで遠足」
▶日時　3月15日（金）10時～
▶場所　平和祈念公園（子供広場）
▶申込　3月8日（金）まで

子育て広場ぽかぽか
☎992-6508

サークル活動
カレーパーティーをします。
食材持ち寄りなどの担当を決めて、みん
なでたのしく作りましょう！
▶日時　3月12日（火）
　　　　9時30分～12時
▶申込　3月11日（月）まで

しゅうりょう式
▶日時　3月15日（金）10時～12時
▶申込　3月8日（金）まで
公園であそぼう！
▶日時　3月25日（月）10時～12時
▶場所　平和祈念公園
▶申込　3月22日（金）まで

子育て広場まかべ ☎997-2835

育児講座「わらべうたベビーマッサージ」
▶日時　3月12日（火）
　　　　14時～15時30分
▶対象　2カ月～ハイハイ前の親子
▶定員　6組
▶持ち物　バスタオル・防水シート・　
　　　　　マッサージオイル
▶申込　3月5日（火）から
※予防接種後48時間は受講できません。

パパ’ｓ day「親子交流」
▶日時　3月9日（土）
　　　　9時30分～11時30分
▶対象　0歳～就学前のお子さんとパパ

下記の要件をすべて満たす人
①児童扶養手当受給者または母子および父子家庭
　等医療費助成受給者
②小学校に就学している児童の保護者で、労働な
　どにより昼間家庭にいない人
③放課後児童健全育成事業を実施している放課後
　児童クラブを利用している児童の保護者

対象要件

児童クラブ保育料（※）×1/2　上限月額5,000円
※おやつ代などの実質負担分を除いた金額

補助額

4月1日（月）

申請開始日

利用している放課後児童クラブへ申請書を提出

申請方法

●申請した月の翌月から該当となります。
●現在（令和5年度）減免中で、次年度以降も継続
　して減免を受ける場合は、4月1日以降に再度　
申請が必要です。

その他

ひとり親家庭等放課後児童クラブ保育料補助事業について

健康推進課 840-8126 21240

　MRワクチンは、麻しん・風しんを予防する
ワクチンです。麻しん・風しんは感染力が強く、
かかると症状が重くなりやすい感染症です。
接種期限を過ぎると任意接種となり、全額自
己負担（約12,000円）になります。
【 対象者 】　平成29年4月2日～
　　　　　  平成30年4月1日生まれの人

MR2期予防接種の期限は、
令和6年3月31日 です！

小学校入学前に
忘れずに接種しましょう！

ぬくぬく 852-3633 14632

　疾病、出産、冠婚葬祭、看護、介護、その他の
理由（育児疲れなど）で利用できます。利用には、
事前の登録と予約が必要です。申し込み方法や
利用内容など、詳しくはお問い合わせください。
【 日時 】　月曜日～金曜日　9時～17時

子育て広場
ぬくぬく

子供の広場　命の卵

予防接種モ！成長記録モ！育児情報モ！

母子モ
いとまん子育て応援アプリ

子育てに役立つ機能がたくさん！
紙の母子保健手帳と一緒に使ってね！
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練習試合
　糸満市で行われた練習試
合では、国内外から多くの
ファンが観戦に訪れました。

野球教室
　2月23日（金）の野球教室
では、糸満市内の9チーム
が参加しました。

　2月14日（水）の歓迎セ
レモニーでは、歓迎の花束
や記念品として沖縄の特産
品が手渡されました。

をプレゼント！

帽子
約790個

市内
小学1年生へ

をプレゼント！

帽子
約790個

市内
小学1年生へ

市内
小学1年生へ

市内
小学1年生へ

選手とふれあい
ました！

少年野球
9チームが

市内の

すべて
勝利！

市内で
行われた練習試合

が行われました！

歓迎
セレモニー

キャンプ初日には

今年の球春到来を告げる

　2月13日（火）から25日（日）の間、リーグ優勝、日本一を目指す千葉ロッテマリーンズの春
季キャンプが西崎運動公園にて行われました。
　キャンプ期間中は国内外から多くの観客が足を運び、普段は直接見ることのできないプロの
プレーに歓声を上げました。

千葉ロッテマリーンズ
春季キャンプ

122024.31313 2024.32024.3
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旬の話題をお届け！掲載しきれないイベントの写真などは、
糸満市の「インスタグラム」「フェイスブック」
「カタログポケット」に掲載しています。

インスタ
グラム

フェイス
ブック

カタログ
ポケット

　令和5年12月9日（土）、10日（日）に行われた第24回
創造アイデアロボットコンテスト九州地区中学生大会にお
いて、三和中学校の米須あすなろ会が映像作品部門でパ
フォーマンス大賞を受賞しました。大賞を受賞した2年生
の福元結衣さんは「ロボット製作は夜までかかる日もあっ
て大変だったけど、めったにない貴重な体験ができて良
かったです」と話しました。

第24回創造アイデアロボットコンテスト
ロボットで地域の課題を解決！

　コロナ禍の影響で延期していた西崎小学校創立40周
年記念式典が、1月26日（金）西崎小学校体育館で開催さ
れました。在校児童を代表して6年生の玉城梨々佳さんは
「後に続くみんなに西崎小学校は多くの人に支えられ、40
年間子どもたちを見守ってきたことを伝え、また、感謝の
気持ちを忘れないでほしいと伝えていきたいです」とあい
さつしました。

西崎小学校創立40周年記念式典
先生や地域の人に支えられた40年

　糸満の食材を使った料理やスイーツなど、糸満自慢がた
くさん詰まった糸満フェアが1月27日（土）、28日（日）の
2日間、道の駅いとまんで開かれました。
　会場では、姉妹都市の宮崎県都農町、友好都市の神奈
川県厚木市、交流都市の山形県南陽市の物販のほか、ス
テージイベントやヤギ1頭とマグロ1本が当たる大抽選会
が行われました。

糸満フェア開催
肉に野菜にスイーツも！

　長年にわたり民生委員・児童委員として従事した比嘉
美奈子さんが、社会福祉功労者に対する厚生労働大臣表
彰を受賞し、その喜びを報告するため1月30日（火）市役
所を訪れました。比嘉美奈子さんは「表彰を受けた時は感
慨深いものがありました。多くの人から相談を受けた後に、
感謝やねぎらいの言葉をいただけたことがとてもうれし
く、長年務めることができました」と笑顔で話しました。

社会福祉功労者に対する厚生労働大臣表彰
地域福祉に大きく貢献

　糸満産ニンジン「美らキャロット」の消費拡大を目指し、
2月2日（金）喜屋武公民館で美らキャロット収穫祭が行わ
れました。式典では、真壁こども園、喜屋武こども園の園
児らによるダンスの披露や、JAおきなわ糸満支店から糸
満市立学校給食センターへ356㎏の美らキャロットが贈
呈されたほか、株式会社ジミーから美らキャロットを使用
したキャロットケーキが園児たちに贈呈されました。

美らキャロット収穫祭
たくさん採ったよ♫

　1月25日（木）、高嶺小学校6年生の児童らによる音楽
劇「南山の誓い」が保護者らに披露されました。劇は、南
山城跡にまつわる嘉手志川の発見や最後の南山王・他魯
毎の伝説、沖縄戦などに関わる内容で、児童らは令和5
年9月から国語、社会などの授業で方言のセリフや当時の
歴史について学びながら、糸満市文化協会の協力により
舞台練習を重ねて、本番は日頃の成果を熱演しました。

高嶺小学校音楽劇「南山の誓い」
地域の歴史を劇で披露

　雪を知らない子どもたちに本物の雪を体験してほしいと、
2月13日（火）、海上自衛隊那覇航空基地からがじゅまる児
童センター、西崎太陽児童センターに雪のプレゼントが行
われました。青森県で行われた寒冷地訓練後、約2,000㎞
離れた沖縄本島へ雪を運んできました。子どもたちは、待ち
に待った雪遊びで「冷たい」「思ったより硬いね」などと話し
ながら、短い時間の体験を楽しむ様子が見られました。

真安良公園で雪あそび
沖縄の子に雪をプレゼント

　見事にマグロが当たった
糸満市在住の西川邦夫さ
んは「妻も同日の別の抽選
で当選していましたので驚
きました。抽選箱には計10
枚くらい入れていたので当
選してうれしいです。マグロ
１本は食べきれないので、
知り合いに分けたいと思い
ます」と笑顔で話しました。
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ホームページも見てね！

～営業種目～

上記以外も施工行っております。お気軽にご相談・ご連絡下さい。

♦外壁修繕塗装
♦防水塗装
♦玄関ドア取替え

♦クロス張替え
♦木部ニス塗装

～皆様に支えられておかげさまで創業 50 年～～皆様に支えられておかげさまで創業 50 年～

糸満市選挙管理委員会 840-8146
20741・20234

沖縄県議会議員・糸満市長の
任期満了日および投票予定日について

任期満了日の6カ月前から投票日までの間
は、現職の沖縄県議会議員、糸満市長、候補
者となろうとする者の氏名がある政治活動用
ポスターの掲示は公職選挙法により禁止され
ています。また、候補者などの氏名がある横
断幕や懸垂幕、のぼりも禁止されています。
選挙運動ができる期間は、告示日（立候補届
出日）から選挙期日の前日までです。

詳
し
く
は
法
務
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

法律で相続登記が義務化されたことにより、相続登記にかかるルールが大きく変わります。
▶不動産を相続で取得することを知った日から3年以内に相続登記
してください。
▶令和6年4月以前の相続も義務化の対象です。
▶正当な理由無く相続登記しない場合、10万円以下の過料が科せ
られる場合があります。

那覇地方法務局 854-7952 20684

令和6年4月1日から相続登記の申請が義務化されます！！

イベントや各種情報を発信

明
る
い
選
挙
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
選
挙
の
め
い
す
い
く
ん
」

立候補者以外
の市民も知っ
ておこう！

三ない運動

寄付禁止。
ルールを守って明るい選挙

秘書などが代理で出席
する場合の葬儀の香典

落成式や
開店祝いの花輪

地域の運動会
やスポーツ大
会への飲食物
の差し入れ

町内会の集会や
旅行などの催物
への寸志や飲食
物の差し入れ秘書などが代理で出席

する場合の結婚祝い
入学祝い
卒業祝い

葬儀の
花輪・供花

お歳暮や
お年賀

病気見舞い

お祭りへの
寄付や差し入れ

5
枚
が
1
枚
に

な
り
ま
す
！

教育総務課 840-8160 21197

令和6年度糸満市人材育成奨学生募集について

　進学の意欲と能力を有する学生に対し、就学に必要な学資を無利息で貸与または給与します。

1.糸満市に5年以上引き続き住所を有する人（糸満市に5年以上住所を有していた人で、就学のため
に市外に住所を変更した人を含む）または本籍を有する人

2.学校教育法に規定する高等学校、高等専門学校、短期大学、大学、大学院または専修学校（専門課
程のうち、修業期間が2年以上で、かつ、1600時間以上の授業の履修を義務づけている課程に限
る）に在学している人

3.学業成績および素行が優秀で、かつ、心身ともに健康である人で、学校長の推薦がある人
4.ほかから奨学資金の貸与または給与を受けていない人

市民課 840-8125 21575

各証明交付申請書が1枚に統一されます

これまで住民票、戸籍、印鑑登録証明、
税証明、その他証明でそれぞれ申請書を
記入いただいていましたが、申請者の利便
性向上や負担軽減を図るため、4月から、
これらの申請書を1枚にまとめた新しい申
請書になります。

沖縄県議会議員任期満了日

6月24日（月）

糸満市長任期満了日

7月5日（金）

沖縄県議会議員・糸満市長選挙
投票予定日 6月16日（日）

1

2

3
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お知らせ

戸籍証明書などの請求が便利になりました

内容　3月1日（金）から本籍地以外の市町村窓口
でも、戸籍・除籍・改製原戸籍謄本などの書類を
請求できるようになりました。
請求できる人　本人／配偶者／父母または祖父母
子または孫
必要書類　来庁した人の顔写真付きの身分証明書
その他　兄弟姉妹の戸籍は対象外です。

市民課 840-8125 21493

犬のフンはしっかり後始末を

内容　道路や公園などの公共施設や他人の土地で、
犬のフンが後始末されず放置されていると市に相
談が寄せられています。飼い犬のフンは飼い主が
責任を持って後始末を行ってください。

市民生活環境課 840-8124 21296

糸満市地域包括支援センターアイリスの
業務終了に関するお知らせ

内容　糸満市地域包括支援センターアイリスは、3
月31日（日）をもって業務を終了します。同センター
の業務については、4月1日（月）から介護長寿課
内に設置された糸満市地域包括支援センターが
引き継ぎます。
対象地区　武富／北波平／賀数／座波／兼城
　照屋／阿波根／潮平／西崎／西川

介護長寿課包括支援係（市地域包括支援センター）
840-8114 21151

令和6年度国民健康保険被保険者証の
有効期限にご注意ください

内容　法律の施行により、令和6年12月2日（月）
から被保険者証の発行ができなくなりますが、経
過措置として、発行済みの被保険者証などは次
の期限まで使用可能です。
被保険者証の有効期限　　令和7年12月1日（月）
特定健診などの受診券の有効期限

　令和7年3月31日（月）
その他　70歳・75歳を迎える人は期限がそれぞれ
異なります。詳細は被保険者証の同封チラシをご
確認ください。

国民健康保険課 840-8127 21243

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の
特別徴収について

内容　国民健康保険加入世帯または後期高齢者医
療保険加入者で公的年金を受給している場合は、
原則、国民健康保険税や後期高齡者医療保険料
は特別徴収となります。
特別徴収とは　保険税や保険料を公的年金から差
し引く制度です。
対象となる世帯および個人
　▶世帯主が国民健康保険に加入し、世帯内の国
　民健康保険加入者全員が65歳～74歳の世帯
　▶後期高齢者医療保険の加入者
　▶特別徴収対象者が年額18万円以上の年金を
　受給している人
　▶介護保険料と国民健康保険税または後期高齢
　者医療保険料の合算額が年金受給額の1/2を
　超えない人

国民健康保険課 840-8127 21290

節水にご協力ください！

内容　令和5年9月から少雨傾向で、ダムの貯水
率が下がっており、今後の降雨状況によっては、さ
らに貯水率が下がることが考えられます。すぐに皆
さまの生活に影響を与えるものではありませんが、
節水へご理解とご協力をお願いします。

沖縄渇水対策連絡協議会事務局
866-1908 20988

令和6年能登半島地震災害の義援金に
ご協力をお願いします

内容　糸満市共同募金委員会では、令和6年能登
半島地震災害義援金を受け付けています。被災
された人々が一日も早く安定した生活に戻れるよう、
市民の皆さまのご協力をお願いします。
受付場所　糸満市社会福祉センター
受付期限　6月28日（金）

沖共募糸満市共同募金委員会 994-0563

市民ボランティア清掃について

日時　3月9日（土）　9時～11時
集合場所　西崎総合体育館
清掃場所　西崎運動公園周辺道路

秘書防災課 840-8245 21512

武富自治会が「沖縄、ふるさと百選」に認定！

内容　1月20日（土）、おきなわ花と食のフェスティ
バル会場で武富自治会が令和5年度「沖縄、ふる
さと百選」に認定されました。同自治会は年頭御
願や五月ウマチーなど年13回の村拝みの継承や、

農村整備課 840-8136 3032

青年会による旗頭や綱引
き、老人会、婦人会によ
る地域保全活動を行って
いる点が評価され、認定
に至りました。 ▲認定証交付式の様子

X（旧Twitter）から年金情報を発信中

内容　日本年金機構のX（旧Twitter）
で、国民年金制度や各種情報を掲
載していますので、ぜひご覧ください。

市民課 840-8125 21161
Xは
ここから

「おくやみ手続きナビ」の提供を開始しました

内容　糸満市では、ご遺族が死亡届出後に市役所
で行う必要がある手続きをわかりやすくご案内す
るため、WEBサービス「おくやみ手続きナビ」の提
供を開始しました。スマートフォンなどで50種類以

市民課 840-8125 21111

上ある手続きの中から必要
な手続きを抽出して、その場
所や必要書類を確認できま
す。ぜひ、来庁前にご確認く
ださい。

ナビは
こちら

粗大ごみや家電の処分について

内容　3月は大量の粗大ごみが排出されます。粗大
ごみは申し込み状況により、直近の収集日に回収
できない場合があるため、粗大ごみ排出の予定が
あるご家庭は、お早めに申し込みください。
申し込み先　富士盛産業　☎994-7979
回収できない家電　テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エア
コンなどの家電リサイクル法対象品目は、粗大ご
みとして排出できず、購入や買い換えの際に引き
取ってもらう必要があります。購入先が不明な場
合は、次の事業者へ料金を支払い、引き取り依頼
を行ってください。
　▶エディオンしおざきシティ　☎992-8800
　▶サウンドビデオ　☎994-7584

市民生活環境課 840-8124 21296

糸豊環境美化センターへの直接搬入
　3月31日（日）に限り、日曜日の受
入を行います。
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お知らせ

戸籍証明書などの請求が便利になりました

内容　3月1日（金）から本籍地以外の市町村窓口
でも、戸籍・除籍・改製原戸籍謄本などの書類を
請求できるようになりました。
請求できる人　本人／配偶者／父母または祖父母
子または孫
必要書類　来庁した人の顔写真付きの身分証明書
その他　兄弟姉妹の戸籍は対象外です。

市民課 840-8125 21493

犬のフンはしっかり後始末を

内容　道路や公園などの公共施設や他人の土地で、
犬のフンが後始末されず放置されていると市に相
談が寄せられています。飼い犬のフンは飼い主が
責任を持って後始末を行ってください。

市民生活環境課 840-8124 21296

糸満市地域包括支援センターアイリスの
業務終了に関するお知らせ

内容　糸満市地域包括支援センターアイリスは、3
月31日（日）をもって業務を終了します。同センター
の業務については、4月1日（月）から介護長寿課
内に設置された糸満市地域包括支援センターが
引き継ぎます。
対象地区　武富／北波平／賀数／座波／兼城
　照屋／阿波根／潮平／西崎／西川

介護長寿課包括支援係（市地域包括支援センター）
840-8114 21151

令和6年度国民健康保険被保険者証の
有効期限にご注意ください

内容　法律の施行により、令和6年12月2日（月）
から被保険者証の発行ができなくなりますが、経
過措置として、発行済みの被保険者証などは次
の期限まで使用可能です。
被保険者証の有効期限　　令和7年12月1日（月）
特定健診などの受診券の有効期限

　令和7年3月31日（月）
その他　70歳・75歳を迎える人は期限がそれぞれ
異なります。詳細は被保険者証の同封チラシをご
確認ください。

国民健康保険課 840-8127 21243

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の
特別徴収について

内容　国民健康保険加入世帯または後期高齢者医
療保険加入者で公的年金を受給している場合は、
原則、国民健康保険税や後期高齡者医療保険料
は特別徴収となります。
特別徴収とは　保険税や保険料を公的年金から差
し引く制度です。
対象となる世帯および個人
　▶世帯主が国民健康保険に加入し、世帯内の国
　民健康保険加入者全員が65歳～74歳の世帯
　▶後期高齢者医療保険の加入者
　▶特別徴収対象者が年額18万円以上の年金を
　受給している人
　▶介護保険料と国民健康保険税または後期高齢
　者医療保険料の合算額が年金受給額の1/2を
　超えない人

国民健康保険課 840-8127 21290

節水にご協力ください！

内容　令和5年9月から少雨傾向で、ダムの貯水
率が下がっており、今後の降雨状況によっては、さ
らに貯水率が下がることが考えられます。すぐに皆
さまの生活に影響を与えるものではありませんが、
節水へご理解とご協力をお願いします。

沖縄渇水対策連絡協議会事務局
866-1908 20988

令和6年能登半島地震災害の義援金に
ご協力をお願いします

内容　糸満市共同募金委員会では、令和6年能登
半島地震災害義援金を受け付けています。被災
された人々が一日も早く安定した生活に戻れるよう、
市民の皆さまのご協力をお願いします。
受付場所　糸満市社会福祉センター
受付期限　6月28日（金）

沖共募糸満市共同募金委員会 994-0563

市民ボランティア清掃について

日時　3月9日（土）　9時～11時
集合場所　西崎総合体育館
清掃場所　西崎運動公園周辺道路

秘書防災課 840-8245 21512

武富自治会が「沖縄、ふるさと百選」に認定！

内容　1月20日（土）、おきなわ花と食のフェスティ
バル会場で武富自治会が令和5年度「沖縄、ふる
さと百選」に認定されました。同自治会は年頭御
願や五月ウマチーなど年13回の村拝みの継承や、

農村整備課 840-8136 3032

青年会による旗頭や綱引
き、老人会、婦人会によ
る地域保全活動を行って
いる点が評価され、認定
に至りました。 ▲認定証交付式の様子

X（旧Twitter）から年金情報を発信中

内容　日本年金機構のX（旧Twitter）
で、国民年金制度や各種情報を掲
載していますので、ぜひご覧ください。

市民課 840-8125 21161
Xは
ここから

「おくやみ手続きナビ」の提供を開始しました

内容　糸満市では、ご遺族が死亡届出後に市役所
で行う必要がある手続きをわかりやすくご案内す
るため、WEBサービス「おくやみ手続きナビ」の提
供を開始しました。スマートフォンなどで50種類以

市民課 840-8125 21111

上ある手続きの中から必要
な手続きを抽出して、その場
所や必要書類を確認できま
す。ぜひ、来庁前にご確認く
ださい。

ナビは
こちら

粗大ごみや家電の処分について

内容　3月は大量の粗大ごみが排出されます。粗大
ごみは申し込み状況により、直近の収集日に回収
できない場合があるため、粗大ごみ排出の予定が
あるご家庭は、お早めに申し込みください。
申し込み先　富士盛産業　☎994-7979
回収できない家電　テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エア
コンなどの家電リサイクル法対象品目は、粗大ご
みとして排出できず、購入や買い換えの際に引き
取ってもらう必要があります。購入先が不明な場
合は、次の事業者へ料金を支払い、引き取り依頼
を行ってください。
　▶エディオンしおざきシティ　☎992-8800
　▶サウンドビデオ　☎994-7584

市民生活環境課 840-8124 21296

糸豊環境美化センターへの直接搬入
　3月31日（日）に限り、日曜日の受
入を行います。



21 2024.3 202024.3

★その他不動産の名義変更・会社・法人等の設立登記

●遺言書の書き方を知りたい方
●成年後見人を検討している方
●相続登記で悩んでいる方

●相続人に不在者がいて困っている方
●抵当権の抹消登記を忘れている方
●契約書を作成したい方

登記・相続・贈与についての無料相談　遺産相続トラブル防止のため登記・相続・贈与についての無料相談　遺産相続トラブル防止のため

相談時間：毎日9時~17時
糸満市糸満973番地
（糸満ロータリーそば）

相談時間：毎日9時~17時
糸満市糸満973番地
（糸満ロータリーそば）

司法書士
行政書士
司法書士
行政書士 994-5355994-5355

（
要
予
約
）

（
要
予
約
）

金城政敏事務所金城政敏事務所

何から始めていいのか…
相続相続

必要書類が必要書類が
いっぱい…いっぱい…

？？？？
面倒くさそうだし、費用も心配

…

誰かに相談できないかな？

広告

（道路交通法改正により）

タクシーのご用命はコチラ▼

耳 鼻
咽喉科かおる医院開院32年

おかげ様で

糸満市字潮平705-4 イ イ ミ ミ

（098）994-1133TEL
午前 09：00～12：00
午後 14：00～17：30
土曜午後 14：00～17：00

休診日
木・日

最短1時間で判定!!発熱時コロナPCR
ワクチン接種を実施中!!
新型コロナウイルス
11歳以下 のワクチン接種は、実施しておりません。

▶市民相談　市民生活に関する相談など
　日時　毎週月～金曜日　9時～16時
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123（祝日は休み）
▶多重債務相談　司法書士による無料相談です
　日時　毎月第3水曜日　9時～12時
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123
　定員　先着6人まで随時受け付け（要予約）
▶無料法律相談　弁護士による法律相談です
　日時　毎月第1・2・4水曜日　13時30分～15時30分
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123
　定員　先着6人まで随時受け付け（要予約）
　お問い合わせ　市民生活環境課 ☎840-8123
▶行政相談　行政に関する意見や苦情など
　日時　毎月第1・2・3・4火曜日　14時～16時
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123
　行政相談委員　上原宜恭・金城志満子・川満修
▶人権相談　親子・夫婦・扶養・相続・いじめなど
　那覇地方法務局 人権擁護課 ☎854-1215
　人権擁護委員　大城英孝・金城盛憲・仲松美智子・馬場宏
　上原なおみ・上原博美・我謝正和・上原秀俊・渡慶次英子
▶こころの健康相談　精神保健福祉士が応じます
　日時　奇数月の第3水曜日　9時～11時（要予約）
　場所　健康推進課 ☎840-8126
▶健康相談　健康の悩みなど
　日時　①「栄養に関すること」毎月第1・3水曜日　9時～12時
　　　　 ②「生活習慣病や健診結果のアドバイスなど」
　　　　　 第2・4水曜日　9時～12時
　場所　健康推進課 ☎840-8126
▶生活困窮相談　生活・仕事の悩みなど
　日時　毎週月～金曜日　8時30分～17時15分
　場所　サポートセンターきづき ☎840-8182
▶障がい者相談　市から委託を受けた人です
　身体障害者相談員　豊平朝清 ☎992-4741
▶障がい者（児）相談　生活・就労の悩みなど
　日時　毎週月～金曜日　8時30分～17時15分
　場所　障害者支援センター陽だまり ☎840-8468
▶高齢者相談　在宅介護・虐待に関する悩みなど
　場所　住所地を担当する地域包括支援センター
　糸満・高嶺・三和　いちまん ☎992-2150
　西崎・兼城　糸満市地域包括支援センター ☎840-8114
▶教育相談　不登校、青少年の悩みなど
　日時　毎週火・木・土曜日　10時～17時
　場所　市青少年センター ☎995-1957

相 談 窓 口 催し・講座など

税
務
課
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8

軽自動車税の登録・抹消について
内容　軽自動車税は毎年4月1日現在の車両所有者
に課税されます。譲渡、廃車、盗難などによって車両
を所有していない人で必要な手続きが行われていな
い場合、所有者（納税義務者）として納付書が送付さ
れ、税金を負担しなければなりません。心当たりのあ
る人は、お早めに手続きを行ってください。

2118

沖縄ピックルボール大会2023年度第1回琉
球ピックルボールトロピカルオープン開催！

内容　県内初となるピックルボール大会を次の通り
開催します。

日時　3月31日（日）　10時～15時
場所　西崎総合体育館
参加費　ペア1組3000円
申し込み方法　
　メール（juicecrewmarley@yahoo.co.jp）
申込期限　3月17日（日）
その他　当日は1人300円で交流試合や体験会を
行います。

沖縄ピックルボール大会2023運営アシスタント
090-5724-2677 21494

普通救命講習会
日時　3月24日（日）　10時～13時
救命入門コース
日時　3月20日（水）　13時30分～15時
◆各講習の実施場所や申込期限について
場所　糸満市消防本部2階　講堂
申込期限　各講習実施日5日前の午前中

普通救命講習会および救命入門コースについて
消防本部警防課 992-3661 1980

シャボン玉石けん くくる糸満イベント情報
シャボン玉石けん くくる糸満 992-2500

くくる糸満劇場　くるっく
内容　くくる糸満と演撃戦隊ジャスプレッソの2幕構
成オリジナル演劇！！また、オーディションにより選ば
れた市民も出演しますので、ぜひご覧ください♬
日時　3月23日（土）　14時開演

軽自動車税の減免について
　障がいのある人のために使用される軽自動車で、一定の要件を満たす場合にお
いては、軽自動車税の減免が受けられます。減免適用には、納期限までに申請書
を提出する必要があります。

原付バイクの名義登録変更などについて
内容　譲渡などにより原付バイクの所有者名義が変更になる場合
は、税務課で手続きが必要です。インターネットの普及に伴い、
ネットでの売買や譲渡が多く見受けられ、売り手と買い手同士の
連絡先が不明なケースがあります。税の公平性の観点から適切な処理を行う必要
があるため、お互いの連絡先などは必ず確認してください。なお、名義変更の手続
きには譲渡（販売）証明書が必要です。

2118

市役所での確定申告は3月15日（金）まで
内容　確定申告の受け付けが2月16日（金）からスタートしています。確定申告受付
最終日となる3月15日（金）および最終週（3月11日（月）～14日（木））は大変混雑
することが予想されるため、早めの申告をお願いします。また、申告はスマホや郵送
で提出することもできますので、郵送による申告にもご協力ください。確定申告受付
日を過ぎて市民税・県民税申告書を糸満市に提出する場合は、6月3日（月）以降の
受け付けとなりますので、ご注意ください。申告に関する詳細については、広報いと
まん1月号に記載されていますので、そちらもご確認ください。
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★その他不動産の名義変更・会社・法人等の設立登記

●遺言書の書き方を知りたい方
●成年後見人を検討している方
●相続登記で悩んでいる方

●相続人に不在者がいて困っている方
●抵当権の抹消登記を忘れている方
●契約書を作成したい方

登記・相続・贈与についての無料相談　遺産相続トラブル防止のため登記・相続・贈与についての無料相談　遺産相続トラブル防止のため

相談時間：毎日9時~17時
糸満市糸満973番地
（糸満ロータリーそば）

相談時間：毎日9時~17時
糸満市糸満973番地
（糸満ロータリーそば）

司法書士
行政書士
司法書士
行政書士 994-5355994-5355

（
要
予
約
）

（
要
予
約
）

金城政敏事務所金城政敏事務所

何から始めていいのか…
相続相続

必要書類が必要書類が
いっぱい…いっぱい…

？？？？
面倒くさそうだし、費用も心配

…

誰かに相談できないかな？

広告

（道路交通法改正により）

タクシーのご用命はコチラ▼

耳 鼻
咽喉科かおる医院開院32年

おかげ様で

糸満市字潮平705-4 イ イ ミ ミ

（098）994-1133TEL
午前 09：00～12：00
午後 14：00～17：30
土曜午後 14：00～17：00

休診日
木・日

最短1時間で判定!!発熱時コロナPCR
ワクチン接種を実施中!!
新型コロナウイルス
11歳以下 のワクチン接種は、実施しておりません。

▶市民相談　市民生活に関する相談など
　日時　毎週月～金曜日　9時～16時
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123（祝日は休み）
▶多重債務相談　司法書士による無料相談です
　日時　毎月第3水曜日　9時～12時
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123
　定員　先着6人まで随時受け付け（要予約）
▶無料法律相談　弁護士による法律相談です
　日時　毎月第1・2・4水曜日　13時30分～15時30分
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123
　定員　先着6人まで随時受け付け（要予約）
　お問い合わせ　市民生活環境課 ☎840-8123
▶行政相談　行政に関する意見や苦情など
　日時　毎月第1・2・3・4火曜日　14時～16時
　場所　市民生活環境課 ☎840-8123
　行政相談委員　上原宜恭・金城志満子・川満修
▶人権相談　親子・夫婦・扶養・相続・いじめなど
　那覇地方法務局 人権擁護課 ☎854-1215
　人権擁護委員　大城英孝・金城盛憲・仲松美智子・馬場宏
　上原なおみ・上原博美・我謝正和・上原秀俊・渡慶次英子
▶こころの健康相談　精神保健福祉士が応じます
　日時　奇数月の第3水曜日　9時～11時（要予約）
　場所　健康推進課 ☎840-8126
▶健康相談　健康の悩みなど
　日時　①「栄養に関すること」毎月第1・3水曜日　9時～12時
　　　　 ②「生活習慣病や健診結果のアドバイスなど」
　　　　　 第2・4水曜日　9時～12時
　場所　健康推進課 ☎840-8126
▶生活困窮相談　生活・仕事の悩みなど
　日時　毎週月～金曜日　8時30分～17時15分
　場所　サポートセンターきづき ☎840-8182
▶障がい者相談　市から委託を受けた人です
　身体障害者相談員　豊平朝清 ☎992-4741
▶障がい者（児）相談　生活・就労の悩みなど
　日時　毎週月～金曜日　8時30分～17時15分
　場所　障害者支援センター陽だまり ☎840-8468
▶高齢者相談　在宅介護・虐待に関する悩みなど
　場所　住所地を担当する地域包括支援センター
　糸満・高嶺・三和　いちまん ☎992-2150
　西崎・兼城　糸満市地域包括支援センター ☎840-8114
▶教育相談　不登校、青少年の悩みなど
　日時　毎週火・木・土曜日　10時～17時
　場所　市青少年センター ☎995-1957

相 談 窓 口 催し・講座など

税
務
課

8
4
0
‐
8
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8

軽自動車税の登録・抹消について
内容　軽自動車税は毎年4月1日現在の車両所有者
に課税されます。譲渡、廃車、盗難などによって車両
を所有していない人で必要な手続きが行われていな
い場合、所有者（納税義務者）として納付書が送付さ
れ、税金を負担しなければなりません。心当たりのあ
る人は、お早めに手続きを行ってください。

2118

沖縄ピックルボール大会2023年度第1回琉
球ピックルボールトロピカルオープン開催！

内容　県内初となるピックルボール大会を次の通り
開催します。

日時　3月31日（日）　10時～15時
場所　西崎総合体育館
参加費　ペア1組3000円
申し込み方法　
　メール（juicecrewmarley@yahoo.co.jp）
申込期限　3月17日（日）
その他　当日は1人300円で交流試合や体験会を
行います。

沖縄ピックルボール大会2023運営アシスタント
090-5724-2677 21494

普通救命講習会
日時　3月24日（日）　10時～13時
救命入門コース
日時　3月20日（水）　13時30分～15時
◆各講習の実施場所や申込期限について
場所　糸満市消防本部2階　講堂
申込期限　各講習実施日5日前の午前中

普通救命講習会および救命入門コースについて
消防本部警防課 992-3661 1980

シャボン玉石けん くくる糸満イベント情報
シャボン玉石けん くくる糸満 992-2500

くくる糸満劇場　くるっく
内容　くくる糸満と演撃戦隊ジャスプレッソの2幕構
成オリジナル演劇！！また、オーディションにより選ば
れた市民も出演しますので、ぜひご覧ください♬
日時　3月23日（土）　14時開演

軽自動車税の減免について
　障がいのある人のために使用される軽自動車で、一定の要件を満たす場合にお
いては、軽自動車税の減免が受けられます。減免適用には、納期限までに申請書
を提出する必要があります。

原付バイクの名義登録変更などについて
内容　譲渡などにより原付バイクの所有者名義が変更になる場合
は、税務課で手続きが必要です。インターネットの普及に伴い、
ネットでの売買や譲渡が多く見受けられ、売り手と買い手同士の
連絡先が不明なケースがあります。税の公平性の観点から適切な処理を行う必要
があるため、お互いの連絡先などは必ず確認してください。なお、名義変更の手続
きには譲渡（販売）証明書が必要です。

2118

市役所での確定申告は3月15日（金）まで
内容　確定申告の受け付けが2月16日（金）からスタートしています。確定申告受付
最終日となる3月15日（金）および最終週（3月11日（月）～14日（木））は大変混雑
することが予想されるため、早めの申告をお願いします。また、申告はスマホや郵送
で提出することもできますので、郵送による申告にもご協力ください。確定申告受付
日を過ぎて市民税・県民税申告書を糸満市に提出する場合は、6月3日（月）以降の
受け付けとなりますので、ご注意ください。申告に関する詳細については、広報いと
まん1月号に記載されていますので、そちらもご確認ください。
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広告

営業時間
土 日 祝

9：00～17：00
10：00～17：00

広告

糸満市の総合情報マガジン「広報いとまん」

有料広告募集
1号広告

226,000円一年枠
123,000円半年枠

50mm×170mm規格
2号広告

113,000円一年枠
61,000円半年枠

50mm×85mm規格

秘書防災課 ☎840-8118問い合わせ

＊悪天候（大雨、強風）により運行に
支障がある場合は運休します。

高嶺小学校 13：00（30分）
がじゅまる児童センター 15：30（30分）
米須団地 16：30（30分）

3/13  3/27
賀数公民館 10：00（30分）
おおたばる（賀数宿舎）10：40（40分）
航空局糸満宿舎
西崎1丁目集会所

14：00（30分）
14：45（30分）

3/9   3/23

西崎さくら公園 10：00（30分）
パークタウン自治会館 10：50（30分）
潮平高層住宅

（旧雇用促進住宅）
ビレッジハウス阿波根

14：00（30分）
14：40（30分）

3/24

真壁小学校
潮平小学校

13：05（20分）
15：00（80分）

3/7  3/21

社会福祉センター
願寿館

10：10（40分）
11：20（40分）

3/12  3/26

西崎特別支援学校
西崎中学校

10：00（60分）
13：25（15分）

3/19

3/16  3/30
10：40（40分）
14：00（30分）
14：40（30分）

阿波根宿舎
兼城ハイツ集会所
県営浜川団地

米須小学校
米須小学校（大度分校）
生涯学習支援センター

13：30（30分）
14：30（30分）
15：30（30分）

3/14  3/28

喜屋武小学校
兼城小学校

13：25（20分）
15：00（80分）

3/6

　1月からのスポーツキャンプで大忙
しの広報担当です。たくさん取材に
行っているのですが、残念ながら紙面
に載せることができていないインタ
ビューや練習試合の動画などは、イン
スタグラムでお届けしています！　宮城

ます。だがしかし!私はそれよりも早く
起きて、子どもを起こさなければなら
ず、寝不足の毎日が続いています…。
皆さんが知っている、子どもが早く起
きる習慣やコツがあれば教えてくださ
い。今なら出張無料で伺います。  上原

　早いもので気がつけば年度末の卒
業シーズン。私の子どもは4月から小
学生になりますが、朝が弱いため、今
から必死に朝早く起きる練習をしてい

社会福祉協議会へ寄付金
　▶匿名で香典返しとして5万円
自販機売上金の寄付金
　▶泉川寛さま（炭火やきとりかん）から子供支援事
業へ1652円　▶株式会社いちまん会さまから
3120円　▶有限会社城山運輸さまから1864円
▶株式会社西崎興業さまから2689円　▶かじま
やぁぬ花さまから534円　▶株式会社山城石油さ
まから2435円　▶社会福祉法人袋中園さまから
1996円　▶糸満市役所職員互助会さまから
3326円　▶匿名2件あわせて2589円

真心を寄せてくださり
ありがとうございました

移動
図書館くろしお号中央図書館 み な よ む

995-3746

邦画

君がいる、いた、そんな時。
題目

日時 3/17（日）14時
場所 2階 集会室

上映会
日時 3/9（土）、
　　  3/23（土）15時
場所 おはなしのへや

おはなし会

図書館の情報を
発信中！

X（旧Twitter）
@itomanlib

蔵書検索
Web予約申請をする
と、蔵書検索から予約・
延期ができます。

工作教室
光るどろだんごをつくろう！

日時 3/16（土）
       14時～15時
場所 2階 集会室
定員 小学生▶10人

申込 図書館カウンター

＊小学校2年生以下の場合は、保
護者の同伴が必要です。

3/1（金）受付開始

日時 3/21（木）
 10時30分～11時
場所 おはなしのへや
定員 1歳児とその
 保護者▶5組
申込 図書館カウンター
または電話

よちよちおはなし会

3/1（金）受付開始

募集関係

こども未来課 840-8191
募集　事務補助員・子供の居場所運営主任・子育
て支援保育士
生涯学習支援センター 992-2869

募集　事務補助員

会計年度任用職員など 14246

自衛官
自衛隊沖縄地方協力本部 866-5457

自衛官候補生
応募資格　18歳以上33歳未満の人
受付期間　年間を通して受付
試験日　受付時にお知らせ

消防団員

入団資格　糸満市内に在住または勤務している18
歳以上の健康な人

その他　団員は階級ごとに年間一定額の報酬が支
給されます。

糸満市消防本部 992-3661 18822

子どもの貧困対策へ食材の寄贈
　　令和5年12月25日（月）、株式会社すえひろさ

株式会社すえひろの徳元春雄代表と社員▲

まから生活困窮の子
どもやその家庭の栄
養不足解消に役立
ててほしいと、加工
済みビーツ100㎏
の寄贈がありました。

糸満市人材育成事業へ寄付金
　　1月23日（火）、沖縄空手・古武道連盟さまからチャ

沖縄空手・古武道連盟の八木明達会長と八木明人理事長▲

リティー演舞大会の
恩返しとして、糸満市
の子どもたちのため
に活用いただきたい
と10万円の寄付を
いただきました。

サークルメンバー募集中！

内容　生涯学習支援センターで、音楽や文化、運
動系のサークルが楽しく活動しています。随時メン
バーを募集していますので、お気軽に見学、体験
にお越しください。活動中のサークル一覧表は、
生涯学習支援センター窓口、市役所1階総合案
内で配布しているほか、ホームページでも公表して
います。

生涯学習支援センター 992-2869
2089

寄付

23 2024.3 222024.3

広告

営業時間
土 日 祝
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10：00～17：00

広告

糸満市の総合情報マガジン「広報いとまん」
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1号広告

226,000円一年枠
123,000円半年枠

50mm×170mm規格
2号広告

113,000円一年枠
61,000円半年枠

50mm×85mm規格

秘書防災課 ☎840-8118問い合わせ
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学生になりますが、朝が弱いため、今
から必死に朝早く起きる練習をしてい
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　▶匿名で香典返しとして5万円
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　▶泉川寛さま（炭火やきとりかん）から子供支援事
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1996円　▶糸満市役所職員互助会さまから
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真心を寄せてくださり
ありがとうございました

移動
図書館くろしお号中央図書館 み な よ む
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君がいる、いた、そんな時。
題目

日時 3/17（日）14時
場所 2階 集会室

上映会
日時 3/9（土）、
　　  3/23（土）15時
場所 おはなしのへや

おはなし会

図書館の情報を
発信中！

X（旧Twitter）
@itomanlib

蔵書検索
Web予約申請をする
と、蔵書検索から予約・
延期ができます。

工作教室
光るどろだんごをつくろう！

日時 3/16（土）
       14時～15時
場所 2階 集会室
定員 小学生▶10人

申込 図書館カウンター

＊小学校2年生以下の場合は、保
護者の同伴が必要です。

3/1（金）受付開始

日時 3/21（木）
 10時30分～11時
場所 おはなしのへや
定員 1歳児とその
 保護者▶5組
申込 図書館カウンター
または電話

よちよちおはなし会

3/1（金）受付開始

募集関係

こども未来課 840-8191
募集　事務補助員・子供の居場所運営主任・子育
て支援保育士
生涯学習支援センター 992-2869

募集　事務補助員

会計年度任用職員など 14246

自衛官
自衛隊沖縄地方協力本部 866-5457

自衛官候補生
応募資格　18歳以上33歳未満の人
受付期間　年間を通して受付
試験日　受付時にお知らせ

消防団員

入団資格　糸満市内に在住または勤務している18
歳以上の健康な人

その他　団員は階級ごとに年間一定額の報酬が支
給されます。

糸満市消防本部 992-3661 18822

子どもの貧困対策へ食材の寄贈
　　令和5年12月25日（月）、株式会社すえひろさ

株式会社すえひろの徳元春雄代表と社員▲

まから生活困窮の子
どもやその家庭の栄
養不足解消に役立
ててほしいと、加工
済みビーツ100㎏
の寄贈がありました。

糸満市人材育成事業へ寄付金
　　1月23日（火）、沖縄空手・古武道連盟さまからチャ

沖縄空手・古武道連盟の八木明達会長と八木明人理事長▲

リティー演舞大会の
恩返しとして、糸満市
の子どもたちのため
に活用いただきたい
と10万円の寄付を
いただきました。

サークルメンバー募集中！

内容　生涯学習支援センターで、音楽や文化、運
動系のサークルが楽しく活動しています。随時メン
バーを募集していますので、お気軽に見学、体験
にお越しください。活動中のサークル一覧表は、
生涯学習支援センター窓口、市役所1階総合案
内で配布しているほか、ホームページでも公表して
います。

生涯学習支援センター 992-2869
2089

寄付


